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平
　

成
　

18
　

年
　

度

平　成　18　年　度

登
場
人
物
の
紹
介

決
算
の
達
人

広
報
担
当

 

た
〜
ち
ゃ
ん

決
算
こ
そ
わ
が
人
生
、
　

　

実
は
予
算
の
達
人
と
の

２
つ
の
顔
を
持
つ
。

軽
妙
な
語
り
口
は
紙
面
で

も
健
在
。

入
金
」
に
は
、
歳
入
の
不
足
を
補
う
た

め
に
、
基
金
（
市
の
貯
金
）
を
取
り
崩

し
て
使
う
お
金
が
あ
る
の
だ
け
ど
、
貯

金
を
下
ろ
す
の
を
や
め
た
と
い
う
こ
と

な
ん
だ
ね
。

　
　

そ
し
て
、反
対
に
３
億
円
を
積
立（
貯

金
）
し
た
ん
だ
。

　
　

こ
れ
は
、
事
業
を
見
直
し
た
り
経
費

を
削
減
し
た
り
し
た
こ
と
、
何
よ
り
昨

年
策
定
し
た
総
合
計
画
を
指
針
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
後
も

た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
だ
か
ら
貯
金

を
し
た
ん
だ
よ
。

た
〜
ち
ゃ
ん
　

な
る
ほ
ど
、
将
来
に
備
え

て
貯
金
が
な
い
と
心
配
だ
も
の
ね
。
続

い
て
市
長
に
お
た
ず
ね
し
た
い
ん
で
す

け
ど
、
18
年
度
の
決
算
か
ら
事
業
の
特

色
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

市
長
　

18
年
度
も「
み
ん
な
が
つ
く
る『
住

み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』」
の

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
い
ろ
ん
な

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　

特
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
子
育
て
支
援
や
福
祉
医
療
給
付
事

業
、
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
建
設
な
ど
を
優
先
的
に
実

施
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
道
路
や
公

園
整
備
な
ど
、
住
み
よ
さ
を
ア
ッ
プ
す

る
事
業
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
よ
。

た
〜
ち
ゃ
ん
　

ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
さ
れ
て
い
る
な
。

市
長
　

い
や
い
や
、
ま
だ
ま
だ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
み
な
ん
で
す

よ
。
で
も
ね
、
国
か
ら
入
っ
て
く
る
お

金
（
交
付
税
や
交
付
金
）
は
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

「
始
末
」
を
合
言
葉
に
創
意
と
工
夫
で

節
約
に
努
め
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
な

か
な
か
追
い
つ
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

市
役
所
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
大
切
な
お
金
を
効

果
的
に
使
っ
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

た
〜
ち
ゃ
ん
　

ゴ
ミ
の
処
分
に
も
た
く
さ

ん
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
毎

日
の
生
活
の
中
で
「
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら

す
こ
と
」
こ
れ
な
ら
僕
に
も
で
き
そ
う

で
す
。

市
長
　

お
一
人
お
一
人
が
で
き
る
こ
と
、

地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
考
え
た
ら
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
み
ん
な
で
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
〜
ち
ゃ
ん
　

達
人
、
市
長
、
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

成
１８
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
公
表
し

ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
も「
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
ま
し
た
。数
字
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

平

「
あ
い
こ
う
か
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
元
気
な

市
政
を
運
営
。

甲
賀
市
長
た
け
ち
ゃ
ん

達
人
　

今
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
身

近
な
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
説
明

す
る
よ
。

た
〜
ち
ゃ
ん
　

は
じ
め
に
、
入
っ
て
く
る

お
金（
歳
入
）な
ん
で
す
が
。「
繰
入
金
」

が
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
ま
す
ね
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
？

達
人
　

よ
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
い
た
ね
。

こ
こ
が
今
年
の
ポ
イ
ン
ト
な
ん
だ
。

　
　

昨
年
度
よ
り
、
15
億
5
，
7
8
4
万

円
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
ね
。「
繰

54億7,775万円
55億3,872万円

78億7,744万円
82億4,141万円

40億9,713万円
41億710万円

20億5,849万円
18億9,130万円

51億1,644万円
34億6,999万円

15億785万円
12億4,323万円

76億124万円
68億1,861万円

40億1,269万円
42億8,278万円

9億5,374万円
8億1,320万円

128億6,756万円
125億17万円

29億3,750万円
33億372万円

66億6,480万円
61億8,574万円

28億5,261万円
23億5,220万円

22億1,371万円
22億1,730万円

11億8,643万円
11億3,343万円

18億330万円
2億4,546万円

17億8,618万円
13億7,180万円

64億5,290万円
60億650万円

19億2,161万円
16億1,542万円

市税

地方譲与税
県税交付金他

地方交付税

国庫支出金

県支出金

分担金及び負担金
使用料及び手数料

繰入金

諸収入

市債

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

平成18年度
平成17年度

平成18年度
平成17年度土木費

消防費

教育費

公債費

その他

200 40 60 80 100 120 140
（億円）（億円）

100 20 30 40 50 60 70 80 90

一般会計歳出決算 一般会計歳入決算 372億9,913万円364億634万円

特別会計・公営企業会計決算

※
企
業
会
計
の
決
算
額
は
、「
収
益
的
収
入
・
支
出
」と

　

「
資
本
的
収
入
・
支
出
」の
合
算

歳入決算額 歳出決算額
18年度 17年度 18年度 17年度

計

 会

 別

 特

国 民 健 康 保 険 74億2,933万円 68億2,764万円 73億6,696万円 67億3,479万円

老 人 保 健 医 療 77億8,483万円 80億3,251万円 77億8,483万円 80億3,212万円

介 護 保 険 39億2,719万円 38億2,777万円 38億8,155万円 37億7,808万円
公 共 下 水 道 事 業 67億9,868万円 59億1,364万円 66億2,155万円 56億7,592万円
農 業 集 落 排 水 事 業 8億2,874万円 8億1,524万円 8億1,424万円 7億9,825万円
土 地 取 得 事 業 5,553万円 1,388万円 5,494万円 1,385万円
野洲川基幹水利施設管理事業 1,914万円 2,840万円 1,912万円 2,839万円
鉄 道 経 営 安 定 対 策 基 金 1,091万円 1,635万円 1,091万円 1,635万円
鉄 道 施 設 整 備 基 金 8,819万円 36万円 8,819万円 36万円
国 民 健 康 保 険 診 療 所 2,849万円 3,198万円 2,491万円 2,794万円

小 計  269億7,103万円 255億777万円 266億6,720万円 251億605万円

企業

会計

病 院 事 業 17億4,542万円 18億5,872万円 18億2,125万円 20億4,711万円
水 道 事 業 40億854万円 34億4,102万円 45億7,337万円 46億3,112万円

小 計  57億5,396万円 52億9,974万円 63億9,462万円 66億7,823万円
合          計 327億2,499万円 308億751万円 330億6,182万円 317億8,428万円
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介 護 保 険 39億2,719万円 38億2,777万円 38億8,155万円 37億7,808万円
公 共 下 水 道 事 業 67億9,868万円 59億1,364万円 66億2,155万円 56億7,592万円
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企業

会計

病 院 事 業 17億4,542万円 18億5,872万円 18億2,125万円 20億4,711万円
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合          計 327億2,499万円 308億751万円 330億6,182万円 317億8,428万円
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甲賀市決算
平　成　18　年　度

甲賀市決算
平　成　18　年　度

みんながつくる住みよさと活気あふれるまちへ
地域のよさを活かした事業を展開

●健康審査実施事業（１億9,500万円）
　　各種健診（検診）を実施するとともに健康相談、健康教室を開催
●福祉医療給付事業（６億3,411万円）
　健康と福祉の増進のため、各種医療費の助成および、就学前幼児
の医療費の無料化

●地域子育て支援センター事業（3,005万円）
　　子育てに関する相談指導、講演会、講座を実施　
●放課後児童クラブ支援事業（5,994万円）
　児童の健全な育成を図るため、放課後の集団生活の場と
して学童保育所を運営。

●障害者自立支援緊急特別対策事業（1,057万円）

●ごみ収集事業（８億9,873万円）
　　家庭から出されるごみの分別収集と処分
●地域新エネルギービジョン策定（422万円）
●洪水ハザードマップ作成事業（893万円）
　浸水想定区域で洪水時に円滑な避難ができるよう
防災対策として作成

●消防施設整備・維持管理経費（8,783万円）
　　市場消防車庫新築、水槽付消防ポンプ車購入

●工業開発推進事業（4,498万円）
　財政基盤の強化のため、市内工業団地や空
工場に優良企業の早期立地・操業を推進

●農村振興総合整備事業（２億3,571万円）
　農道、農業用水路、緑化施設等を整備

●コミュニティバス運行事業（２億7,887万円）
●まちづくり交付金事業（３億5,822万円）
　長野地区、甲賀駅、寺庄駅周辺地区の特性を活かし
た各種事業を展開

●街なみ環境整備事業（１億2,179万円）
　東海道宿場町の歴史風土や文化遺産を活かした街
なみの環境整備

●スポーツの森公園整備事業（３億3,348万円）
　　現在建設中の陸上競技場は、平成22年オープン予定

●貴生川小学校耐震補強・大規模改造事業（13億
9,411万円）

●小原小学校校舎改築事業（９億7,278万円）
●甲南中学校屋内運動場改築事業（５億9,221万円）
●市史編纂事業（1,759万円）
　『甲賀市史』の第１巻「古代の甲賀」にかかる調査お
よび原稿執筆

住
●総合計画策定（1,040万円）
●かえで会館改築事業（３億2,081万円）
　　新しい住民交流の拠点が誕生
●地域施設整備事業（4,398万円）
　　自治ハウス建築・改修費用などを助成

地

安

住

地

い

n

新しく建設された大野児童クラブ

※繰越事業費を含みます。

民が参画する連携・交流の
盛んなまちづくり

域が一体となって支えあう
健康・福祉のまちづくり

みやすさと交流・活力を創出する
機能的なまちづくり

きがいと想像力をはぐくむ
教育・歴史・文化のまちづくり 全で快適に暮らせる住みよい

まちづくり

域の個性を活かし、たくましい
産業が育つまちづくり

n

かえで会館がリニュー
アルオープン

n

健やかな成長のために（乳幼児健診）

n

企業立地が進む市内の工業団地

n

貴生川小学校での給食風景

n

小原小学校での授業風景

n市民の集いの場を
整備（六角堂広場）

n

昨年８月に供用開始した
多目的グラウンド

n

各地域で子育て支援事業を実施

n

新しく建設された大野児童クラブ

n

新しく購入した水槽付消防ポンプ車

n

オープニングを飾った
中嶋市長のキック
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「聖武天皇と近江、そして甲賀」

　が始まります 　

今
年
は
、
紫
香
楽
宮
跡
の
発
掘
調
査
が
開
始
さ

れ
て
25
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
の
調
査
成
果
と
最
新
の
紫
香
楽
宮
研
究

を
お
知
ら
せ
す
る
展
覧
会
「
聖
武
天
皇
と
近
江
、

そ
し
て
甲
賀
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
聖
武
天
皇
の
治
世
前
半

の
政
治
と
社
会
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
紫
香
楽
宮
の

造
営
に
い
た
っ
た
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
、
紫
香
楽
宮
関
連
遺
跡
群
の
最
新
の
調
査
・
研

究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
県
内
の
関
連
遺
跡
か
ら

の
出
土
品
の
展
示
を
は
じ
め
「
宮
町
遺
跡
」
の
木

簡
や
墨
書
土
器
、
「
北
黄
瀬
遺
跡
」
の
巨
大
な
井

戸
な
ど
初
公
開
の
出
土
物
も
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
展
覧
会
中
に
講
演
会
や
発
掘
調
査
の
現

地
説
明
会
な
ど
も
随
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

展覧会

甲賀市の自然や歴史、文化のシンボルとして市の花・木・鳥を定め、広報紙・印刷物等への掲載や、
市の特産品などとして活用することで甲賀市を内外にPRしていきたいと考えています。

　これまで「甲賀市花・木・鳥選考委員会」で検討を
行い、次のような選考基準をもとに各５種類の候補案
を絞り込みました。

【選考基準】
1.甲賀市の豊かな自然環境を象徴するものであ
ること。

2.古くから甲賀の土地や人々と関わりがあり親
しみあるものであること。

3.未来に残したい、伝えたいものであること。

※各候補案の「写真」、「特徴・生態」、「委員会がふさ
わしいと考える理由」は市役所各庁舎や市内図書館、
公民館、隣保館、みなくち子どもの森に掲示するほ
か、市ホームページにも掲載します。（期間11月１
日㈭～30日㈮）

　　どれが甲賀市の花・木・鳥として最もふさわしい
と思われますか？市民の皆さんのご意見も参考にさ
せていただき、最終選考を行いたいと思いますので、
上記掲示場所で投票いただくか、下記までご意見を
お寄せください。（11月30日㈮締め切り）

候補の
名　前

旧町の花木鳥
問い合わせ　企画政策課　☎65－0670　℻63－4554　　　　　　Eメール：koka211000＠city.koka.shiga.jp

 水　口 土　山 甲　賀 甲　南 信　楽

花 サツキ 茶の花 ツツジ サ ツ キ ヤマツツジ

木 ヒノキ ス　ギ ヒノキ サ ク ラ ア カ マ ツ

鳥 キ　ジ キ　ジ ̶ ホオジロ ホトトギス

※旧町で定められていた花・
木・鳥は、これからも大切
に守り育てていきたい身
近な地域のシンボルです。

甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
〇
五
三
番
地

5 2 8 8 7 9 0

（
受
取
人
）

甲
賀
市
長
行市

長
へ
の
手
紙

水口局承認

75
差出有効期間
平成21年 4 月
30日まで

（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

（山折り）

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
の
将

来
像
で
あ
る
「
人
　

自
然
　

輝
き
つ

づ
け
る
　

あ
い
甲
賀
」
の
実
現
に
向

け
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
く
も
の
で
、
年
間
約

1
5
0
通
の
お
手
紙
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
本
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
個
人

名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
旨

で
の
掲
載
に
な
り
ま
す
）

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
こ
の
ペ

ー
ジ
の
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

各
支
所
に
備
え
付
け
の
様
式
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
紙
の
返
信
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
匿
名
で
は
な
く
、

住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

皆さんの手紙を
お待ちしています！！

市長への手紙

秘
書
広
報
課
　

広
報
公
聴
係

　
　

☎
　

6
5
│

0
6
7
5

　
　

℻
　

6
3
│

4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

ササユリ
リンドウ
タニウツギ
シャクナゲ
ナデシコ

コ ナ ラ
アカマツ
シイ
スギ
ヒノキ

オオルリ
カワセミ

セグロセキレイ
キジバト
ウグイス

花 木 鳥

n

出土された土器

n

北黄瀬遺跡の巨大な井戸

●
期
間

11
月
10
日（
土
）〜
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

（
月
曜
日
休
館
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●
会
場

多
目
的
集
会
施
設
宮
町
会
館

入
場
無
料

　
　

（
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
有
料
）

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

埋
蔵
文
化
財
係
　

　
　
　
　
　

☎
8
6
│

8
0
2
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℻
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6
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巨
大
な
井

戸
な
ど
初
公
開
の
出
土
物
も
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
展
覧
会
中
に
講
演
会
や
発
掘
調
査
の
現

地
説
明
会
な
ど
も
随
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

展覧会

甲賀市の自然や歴史、文化のシンボルとして市の花・木・鳥を定め、広報紙・印刷物等への掲載や、
市の特産品などとして活用することで甲賀市を内外にPRしていきたいと考えています。

　これまで「甲賀市花・木・鳥選考委員会」で検討を
行い、次のような選考基準をもとに各５種類の候補案
を絞り込みました。

【選考基準】
1.甲賀市の豊かな自然環境を象徴するものであ
ること。

2.古くから甲賀の土地や人々と関わりがあり親
しみあるものであること。

3.未来に残したい、伝えたいものであること。

※各候補案の「写真」、「特徴・生態」、「委員会がふさ
わしいと考える理由」は市役所各庁舎や市内図書館、
公民館、隣保館、みなくち子どもの森に掲示するほ
か、市ホームページにも掲載します。（期間11月１
日㈭～30日㈮）

　　どれが甲賀市の花・木・鳥として最もふさわしい
と思われますか？市民の皆さんのご意見も参考にさ
せていただき、最終選考を行いたいと思いますので、
上記掲示場所で投票いただくか、下記までご意見を
お寄せください。（11月30日㈮締め切り）

候補の
名　前

旧町の花木鳥
問い合わせ　企画政策課　☎65－0670　℻63－4554　　　　　　Eメール：koka211000＠city.koka.shiga.jp

 水　口 土　山 甲　賀 甲　南 信　楽

花 サツキ 茶の花 ツツジ サ ツ キ ヤマツツジ

木 ヒノキ ス　ギ ヒノキ サ ク ラ ア カ マ ツ

鳥 キ　ジ キ　ジ ̶ ホオジロ ホトトギス

※旧町で定められていた花・
木・鳥は、これからも大切
に守り育てていきたい身
近な地域のシンボルです。

甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
〇
五
三
番
地

5 2 8 8 7 9 0

（
受
取
人
）

甲
賀
市
長
行市

長
へ
の
手
紙

水口局承認

75
差出有効期間
平成21年 4 月
30日まで

（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

（山折り）

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
の
将

来
像
で
あ
る
「
人
　

自
然
　

輝
き
つ

づ
け
る
　

あ
い
甲
賀
」
の
実
現
に
向

け
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
く
も
の
で
、
年
間
約

1
5
0
通
の
お
手
紙
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
本
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
個
人

名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
旨

で
の
掲
載
に
な
り
ま
す
）

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
こ
の
ペ

ー
ジ
の
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

各
支
所
に
備
え
付
け
の
様
式
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
紙
の
返
信
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
匿
名
で
は
な
く
、

住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

皆さんの手紙を
お待ちしています！！

市長への手紙

秘
書
広
報
課
　

広
報
公
聴
係

　
　

☎
　

6
5
│

0
6
7
5

　
　

℻
　

6
3
│

4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

ササユリ
リンドウ
タニウツギ
シャクナゲ
ナデシコ

コ ナ ラ
アカマツ
シイ
スギ
ヒノキ

オオルリ
カワセミ

セグロセキレイ
キジバト
ウグイス

花 木 鳥

n

出土された土器

n

北黄瀬遺跡の巨大な井戸

●
期
間

11
月
10
日（
土
）〜
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

（
月
曜
日
休
館
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●
会
場

多
目
的
集
会
施
設
宮
町
会
館

入
場
無
料

　
　

（
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
有
料
）

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

埋
蔵
文
化
財
係
　

　
　
　
　
　

☎
8
6
│

8
0
2
6

　
　
　
　
　

℻
8
6
│

8
2
1
6
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市長への手紙

住
　
　

所

氏
　

名

電
　

話

性
　

別

年
　

齢

〒

男・女

歳

◎公表してもよい方は下記の「公表してもよい」に
　公表してほしくない方は「公表しないでほしい」に○印を
　つけてください。

内容の公表 公表してもよい ・ 公表しないでほしい

水口乗馬クラブ河川敷の
放牧を許可してください

～皆さんからお寄せいただいた声～

問い合わせ
　秘書広報課　広報公聴係
　☎ 65‐0675　℻ 63‐4619

以前は、水口乗馬クラブ河川敷に馬が放牧

され、その姿を微笑ましくながめたりして

いましたが、放牧が禁止になったと聞き、びっく

りしています。理由が「馬のフンが落ちている。

そうじをしていない」からと聞いて、さらにびっ

くりしました。クラブのスタッフは、手があけば、

そうじをしています。河川敷での放牧を許してい

ただけないでしょうか。（水口町：女性）

水口乗馬クラブがある河川敷についてです

が、県が管理する野洲川の河川敷の一部を

甲賀市が公園として借りて、それを水口乗馬クラ

ブと協定を結んで利用いただいています。

　河川敷は大雨が降ったときには水に覆われるこ

とがありますので、物を作ったり置いたりするこ

とは特別な場合を除いては認められていません。

また、川はだれもが水遊びをしたり、河川敷を散

策したりできる場所でなければなりません。さら

には野洲川の水は飲み水や田の用水として利用さ

れていることから、河川敷を清潔にすることが県

からの条件となっています。

　今回の放牧をされていた場所は馬場の柵の外

で、白砂のない部分であり、馬が糞尿をした場合、

管理のしにくい場所であります。また、散策や犬

の散歩をされる方の安全も考えると万が一の事故

が起こらないようにする必要があります。

　このようなことから、馬場の柵外での放牧は環

境面、衛生面、安全面を考えると許可できる使い

方ではないという県と市の考え方となります。管

理者である県と協議の上での決定となりますので

ご理解をお願いします。

Q

A



平成
19年
平成
19年

甲
賀
市
議
会
定
例
会

第
6
回

平
成
18
年
度　

決
算

2
〜
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載

平
成
19
年
度　

補
正
予
算

・
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

・
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
2
号
）他
8
件

・
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）条

例
の
制
定

・
甲
賀
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
及
び
政
治
倫
理
の
擁
立
の
た
め
の

甲
賀
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
甲
賀
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
甲
賀
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

委
員
の
選
任（
敬
称
略
）

・
甲
賀
市
公
平
委
員
会
委
員

　

辻つ
じ　

甚じ
ん

一い
ち
ろ
う郎

・
甲
賀
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

�

菊き
く
た田　

惣そ
う
し司
、岸き
し
が
み上　

廣ひ
ろ
し司
、田た
な
か中　

正ま
さ
ひ
ろ裕

・
人
権
擁
護
委
員

　

西に
し
む
ら村　

泰や
す

雄お

市
道
路
線
の
認
定

　

水
口
町
地
先
の
古
城
が
丘
1
号
線
、甲
賀

町
地
先
の
大
原
中
1
号
線
、田
堵
野
1
号
線

の
3
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の

指
定
管
理
者
の
指
定

・
施
設
の
名
称

　

大
河
原
ふ
れ
あ
い
広
場

　

甲
賀
市
大
河
原
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

・
指
定
管
理
者

　

大
河
原
区
自
治
会

　
　

会
長　

山や
ま
し
た下　

康や
す

秀ひ
で

第
6
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
8
月
28

日（
火
）か
ら
9
月
25
日（
火
）ま
で
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。審
議
・
可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　合併後２年目を迎えた平成18年度は、甲賀市総合計画基
本構想のキャッチフレーズ「人　自然　輝きつづける　あ
い甲賀」の実現をめざした総合計画の策定、そして「改革
元年」と位置づけられた行政改革大綱の策定と、まちのあ
るべき姿や将来を見据えた新しい計画を数多く策定され
ました。一方財政状況の厳しさを実感する年でもありまし
た。このことは、一般・特別会計の決算数値に如実に表れて
います。
　まず、一般・特別会計全体の単年度実質収支額は３億�
８千万円余りの赤字決算となっています。財政運営を普通
会計の財務指標でみると、平成18年度の財政力指数は0.76
で前年度より0.05ポイントの上昇、実質収支比率は3.7%で
標準財政規模の３%〜５%程度が望ましいとされていま
す。しかし、経常収支比率は95.9%で前年度より1.2ポイント
上昇し、公債費比率16.8%、実質公債費比率16.4%と財政の
硬直化が表れていると言えます。そして、平成20年度から
は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健
全化判断比率の公表なども予定されています。このために
は、さまざまな決算数値を更に分析するなどして、種々の
取り組みが進められるよう望むところです。更に今後も、
限られた財源を最大限有効に活用し、市政の発展と市民福
祉の向上が図られることを期待するものです。

　病院事業決算は、病院全体で当年度未処理欠損金が６億�
７千万円余りとなっています。特に水口市民病院では、常
勤医師の確保の問題による影響が主な要因として、大きく
医業収益の減少につながっています。経営改善と市民サー
ビスの充実向上をめざし、経費削減も図られていますが、医
師・看護師等人材確保が一段と厳しい状況の中で、早期に
病院運営の方向性を決断すべき時期にあると思われます。
　上水道事業も当年度未処理欠損金が８億３千万円余り
となり、今後この累積欠損金をどのように減額していくか
が喫緊の課題であります。水道事業は、施設型事業であり、
サービスの質を高めるには相応の負担もかかることから、
経営の状況や建設投資計画等多面的な情報提供を行い、健
全経営に向けた市民理解を得る必要があると考えます。
　そして、全体的には収入未済額が増加の一途を辿り、憂
慮すべき事態となっていることに鑑み、今後の収納対策は
重点課題として力点を置き、種々の方策が講じられるよう
望むところであります。
　以上、平成18年度予算に対して適正に執行されており、
計数について関係諸帳簿等と照合した結果、本決算は正当
として認めました。

問い合わせ　監査委員事務局
　　　　　　☎65-0656  ＦＡＸ63-4577

相
あ い

　川
か わ

　良
よ し

　和
か ず

中
な か

　島
じ ま

　　　茂
しげる

　
監査委員決算審査報告

広報あいこうか 2007.11.1�



　事例　パソコンや携帯電話で「無料のネットゲーム
サイトを見ていたら、『18歳以上』という表示があっ
たのでクリックをすると、急にアダルトサイトになり
『入会登録完了しました。90日間使い放題で４万円』
と表示された。あわててサイト業者に『間違って登録
になった』とメールを送ったところ、それ以来、支払
い請求メールが毎日届く。支払わなければならないだ
ろうか。」と言う相談が、甲賀市でも若者を中心に増
えています。
　これは、インターネットや携帯電話用のゲームや音
楽サイトなどに、ワンクリックでアダルトサイトへ飛
んでしまう仕掛けがあり、いきなり会員登録が完了し
たように思わせる画面につながるためです。
　事例の場合、アダルトサイトを利用するつもりがな
いのに登録となったものですから、申し込みの意志は
なく、契約は成立していません。したがって支払い義
務もありません。
　サイト業者の問い合わせ先にメールを送ったり電話
をしたりすると、名前や住所、電話番号など、新たな
個人情報を知らせることになるので、業者には絶対に
連絡をしてはいけません。
　もちろん、契約条件などを明示して、適正に契約画
面に導くサイトで、利用する意志をもって正規の申し
込みをしたものは、支払い義務が発生します。この場
合はクーリング・オフができないため、申し込み時に
は、契約条件などを充分確認しましょう。
　いずれにしても不必要にアクセスしない、怪しいサ
イトは開かないなど、インターネット等の利用には充
分気をつけてください。

　生活環境課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。

お悩み相談室生活環
境課より

知っト
ク！

問い合わせ　生活環境課　生活交通担当　
  　　月曜日～金曜日　9時～15時
　 　　☎ 65‐0685 ℻ 63‐4582

インターネットや携帯電話の
不当な会員登録

平成
19年

11月9日金～15日木

『火は見てる あなたが離れる その時を』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年度全国統一防火標語）

　

空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
時

季
。11
月
９
日（
金
）か
ら
11
月
15
日（
木
）ま
で
の
７
日
間

に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
、秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、今
一
度
身
の
ま
わ
り
の
火
災
予
防

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
設
置
促
進
は
共
同
購
入
で

　

〝
住
宅
用
火
災
警
報
器
〞

◎〝
火
災
の
危
険
〞
を

　

チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
づ
く
り
を
！

◎
各
家
庭
で
の
機
種
選
定
・
購
入
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
大
量
・
一
括
購
入
に
よ
り
価
格
の
低
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
地
域
、
団
体
で
購
入
す
る
た
め
、
不
適

正
な
訪
問
販
売
等
に
対
す
る
有
効
な
対

処
策
に
も
な
り
ま
す
。

◎
地
域
、
団
体
で
ま
と
め
て
取
り
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
電
池
等
の
交
換
時
期
の

把
握
が
で
き
ま
す
。

た
　
　

ば
　
　

こ

ス
　

ト
　

ー
　

ブ

○
カ
ー
テ
ン
や
家
具
な
ど
、
燃
え
や
す
い
物

の
近
く
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か
な
い
。

○
洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し
た
り
、

近
く
で
乾
か
し
た
り
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
は
絶
対

置
か
な
い
。

○
部
屋
に
誰
も
い
な
い
と
き
は
、
ス
ト
ー
ブ

を
必
ず
消
す
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
を

つ
け
た
ま
ま

寝
な
い
。

○
た
ば
こ
は
布
団
や
ベ
ッ
ド
で
は
絶
対
吸
わ
な

い
。

○
灰
皿
に
吸
い
殻
は
溜
め
ず
こ
ま
め
に
捨
て
る
。

○
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
。

○
灰
皿
に
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
放
置
し
な
い
。

○
た
ば
こ
は
い
つ
も
決
ま
っ
た
場
所
で
吸
う
。

○
吸
い
終
わ
っ
た
ら
キ
チ

ン
と
火
が
消
え
て
い
る

か
確
認
す
る
。

○
灰
皿
に
は
い
つ
も
水
を

入
れ
て
お
く
。

共同購入の利点

住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因
と
さ
れ
る
「
た
ば
こ
」、「
ス
ト

ー
ブ
」
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
注
意
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習

慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
　

﹇http://www.koka-koiki.jp
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平成19年度　消防関係滋賀県知事表彰
10月６日㈯に開催されました
滋賀県消防大会で、次の方が滋
賀県知事表彰を受章されまし
た。これまでの永年にわたる経
験を生かした活動を今後も期待します。

功　　労　　章　　 うえだ　　 かずお

ひろおか　き よ つぐ

共
同
購
入
と
は
、
地
域
や
団
体
で
購
入
す
る
火
災
警
報
器
を

選
び
、
ま
と
め
て
商
品
を
購
入
す
る
方
法
で
す
。甲賀市消防団　団長

　植田　和生さん
甲賀方面隊　方面隊長

　廣岡希代次さん
永年勤続功労章

ご
み
の
減
量
を

あ
な
た
の
家
庭
か
ら

生
ご
み
堆
肥
化

循
環
シ
ス
テ
ム

　

人
口
の
増
加
や
大
型
店
の
進
出
と
と
も
に
、

ご
み
の
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
組
成
を
見

直
す
と
、そ
の
約
4
割
が
生
ご
み
で
す
。こ
の
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
土
に
戻
す
こ
と
で
、可
燃
ご

み
が
減
量
で
き
、有
効
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

に
も
な
り
ま
す
。市
で
は
、循
環
型
社
会
を
築
く

た
め
、生
ご
み
も
資
源
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
、

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
収
集
・
堆
肥
化
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
次
の
と
お
り
、参

加
世
帯
数
、生
ご
み
収
集
量
と
も
に
増
加
し
ま

し
た
。今
後
さ
ら
に
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
推

進
し
、可
燃
ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●平成17年3月末
　参加世帯数：4612世帯
　生ごみ収集量：約829トン

●平成19年9月末
　参加世帯数：6100世帯
　生ごみ収集量：約1052トン

▼
参
加
申
込
方
法
▲

参
加
希
望
の
方
は
、
ま
ず
区
・
自
治
会
の
地
域
環

境
委
員
さ
ん
か
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん
は
参
加
希
望
の
方
の
組

ま
た
は
区
・
自
治
会
単
位
で
事
業
へ
の
参
加
に
つ

い
て
市
の
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

集
積
所
ご
と
に
参
加
者
名
簿
を
作
成
し
、
実
施
申

込
書
を
区
長
・
自
治
会
長
名
で
市
に
提
出
い
た
だ

く
と
、
約
2
週
間
で
事
業
に
参
加
で
き
ま
す
。
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総
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生
活
環
境
担
当

秋の全国火災予防運動

１．容器の底に種堆肥を2㎝ほど敷き
ます。

２．1日分の生ごみを水切り後、容器
に入れます。

３．生ごみが隠れる程度（約１㎝）の厚
さに種堆肥をかぶせます。

４．2と3をくりかえします。
５．収集日に集積所にある専用回収容

器に中身を入れます。

完熟
堆肥

市から無料配布
（参加家庭に一週間
　に１回・１袋）

家庭で用意
するもの

生ごみ分別容器
（フタ付きのバケツ）

家庭から出る生ごみ

ごみ集積所

生ゴミ専用
収集車

処理場

一次・二次
発酵処理

種堆肥として
使用

家庭菜園
プランター野菜

余れば

生ごみ分別用バケツを購入された場合は、購入費
の4分の1を補助する制度があります。

10広報あいこうか2007.11.1



　事例　パソコンや携帯電話で「無料のネットゲーム
サイトを見ていたら、『18歳以上』という表示があっ
たのでクリックをすると、急にアダルトサイトになり
『入会登録完了しました。90日間使い放題で４万円』
と表示された。あわててサイト業者に『間違って登録
になった』とメールを送ったところ、それ以来、支払
い請求メールが毎日届く。支払わなければならないだ
ろうか。」と言う相談が、甲賀市でも若者を中心に増
えています。
　これは、インターネットや携帯電話用のゲームや音
楽サイトなどに、ワンクリックでアダルトサイトへ飛
んでしまう仕掛けがあり、いきなり会員登録が完了し
たように思わせる画面につながるためです。
　事例の場合、アダルトサイトを利用するつもりがな
いのに登録となったものですから、申し込みの意志は
なく、契約は成立していません。したがって支払い義
務もありません。
　サイト業者の問い合わせ先にメールを送ったり電話
をしたりすると、名前や住所、電話番号など、新たな
個人情報を知らせることになるので、業者には絶対に
連絡をしてはいけません。
　もちろん、契約条件などを明示して、適正に契約画
面に導くサイトで、利用する意志をもって正規の申し
込みをしたものは、支払い義務が発生します。この場
合はクーリング・オフができないため、申し込み時に
は、契約条件などを充分確認しましょう。
　いずれにしても不必要にアクセスしない、怪しいサ
イトは開かないなど、インターネット等の利用には充
分気をつけてください。

　生活環境課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。

お悩み相談室生活環
境課より

知っト
ク！

問い合わせ　生活環境課　生活交通担当　
  　　月曜日～金曜日　9時～15時
　 　　☎ 65‐0685 ℻ 63‐4582

インターネットや携帯電話の
不当な会員登録

平成
19年

11月9日金～15日木

『火は見てる あなたが離れる その時を』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年度全国統一防火標語）

　

空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
時

季
。11
月
９
日（
金
）か
ら
11
月
15
日（
木
）ま
で
の
７
日
間

に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
、秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、今
一
度
身
の
ま
わ
り
の
火
災
予
防

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
設
置
促
進
は
共
同
購
入
で

　

〝
住
宅
用
火
災
警
報
器
〞

◎〝
火
災
の
危
険
〞
を

　

チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
づ
く
り
を
！

◎
各
家
庭
で
の
機
種
選
定
・
購
入
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
大
量
・
一
括
購
入
に
よ
り
価
格
の
低
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
地
域
、
団
体
で
購
入
す
る
た
め
、
不
適

正
な
訪
問
販
売
等
に
対
す
る
有
効
な
対

処
策
に
も
な
り
ま
す
。

◎
地
域
、
団
体
で
ま
と
め
て
取
り
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
電
池
等
の
交
換
時
期
の

把
握
が
で
き
ま
す
。

た
　
　

ば
　
　

こ

ス
　

ト
　

ー
　

ブ

○
カ
ー
テ
ン
や
家
具
な
ど
、
燃
え
や
す
い
物

の
近
く
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か
な
い
。

○
洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し
た
り
、

近
く
で
乾
か
し
た
り
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
は
絶
対

置
か
な
い
。

○
部
屋
に
誰
も
い
な
い
と
き
は
、
ス
ト
ー
ブ

を
必
ず
消
す
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
を

つ
け
た
ま
ま

寝
な
い
。

○
た
ば
こ
は
布
団
や
ベ
ッ
ド
で
は
絶
対
吸
わ
な

い
。

○
灰
皿
に
吸
い
殻
は
溜
め
ず
こ
ま
め
に
捨
て
る
。

○
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
。

○
灰
皿
に
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
放
置
し
な
い
。

○
た
ば
こ
は
い
つ
も
決
ま
っ
た
場
所
で
吸
う
。

○
吸
い
終
わ
っ
た
ら
キ
チ

ン
と
火
が
消
え
て
い
る

か
確
認
す
る
。

○
灰
皿
に
は
い
つ
も
水
を

入
れ
て
お
く
。

共同購入の利点

住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因
と
さ
れ
る
「
た
ば
こ
」、「
ス
ト

ー
ブ
」
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
注
意
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習

慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
　

﹇http://www.koka-koiki.jp
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平成19年度　消防関係滋賀県知事表彰
10月６日㈯に開催されました
滋賀県消防大会で、次の方が滋
賀県知事表彰を受章されまし
た。これまでの永年にわたる経
験を生かした活動を今後も期待します。

功　　労　　章　　 うえだ　　 かずお

ひろおか　き よ つぐ

共
同
購
入
と
は
、
地
域
や
団
体
で
購
入
す
る
火
災
警
報
器
を

選
び
、
ま
と
め
て
商
品
を
購
入
す
る
方
法
で
す
。甲賀市消防団　団長

　植田　和生さん
甲賀方面隊　方面隊長

　廣岡希代次さん
永年勤続功労章

ご
み
の
減
量
を

あ
な
た
の
家
庭
か
ら

生
ご
み
堆
肥
化

循
環
シ
ス
テ
ム

　

人
口
の
増
加
や
大
型
店
の
進
出
と
と
も
に
、

ご
み
の
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
組
成
を
見

直
す
と
、そ
の
約
4
割
が
生
ご
み
で
す
。こ
の
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
土
に
戻
す
こ
と
で
、可
燃
ご

み
が
減
量
で
き
、有
効
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

に
も
な
り
ま
す
。市
で
は
、循
環
型
社
会
を
築
く

た
め
、生
ご
み
も
資
源
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
、

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
収
集
・
堆
肥
化
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
次
の
と
お
り
、参

加
世
帯
数
、生
ご
み
収
集
量
と
も
に
増
加
し
ま

し
た
。今
後
さ
ら
に
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
推

進
し
、可
燃
ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●平成17年3月末
　参加世帯数：4612世帯
　生ごみ収集量：約829トン

●平成19年9月末
　参加世帯数：6100世帯
　生ごみ収集量：約1052トン

▼
参
加
申
込
方
法
▲

参
加
希
望
の
方
は
、
ま
ず
区
・
自
治
会
の
地
域
環

境
委
員
さ
ん
か
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん
は
参
加
希
望
の
方
の
組

ま
た
は
区
・
自
治
会
単
位
で
事
業
へ
の
参
加
に
つ

い
て
市
の
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

集
積
所
ご
と
に
参
加
者
名
簿
を
作
成
し
、
実
施
申

込
書
を
区
長
・
自
治
会
長
名
で
市
に
提
出
い
た
だ

く
と
、
約
2
週
間
で
事
業
に
参
加
で
き
ま
す
。
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各
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総
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生
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秋の全国火災予防運動

１．容器の底に種堆肥を2㎝ほど敷き
ます。

２．1日分の生ごみを水切り後、容器
に入れます。

３．生ごみが隠れる程度（約１㎝）の厚
さに種堆肥をかぶせます。

４．2と3をくりかえします。
５．収集日に集積所にある専用回収容
器に中身を入れます。

完熟
堆肥

市から無料配布
（参加家庭に一週間
　に１回・１袋）

家庭で用意
するもの

生ごみ分別容器
（フタ付きのバケツ）

家庭から出る生ごみ

ごみ集積所

生ゴミ専用
収集車

処理場

一次・二次
発酵処理

種堆肥として
使用

家庭菜園
プランター野菜

余れば

生ごみ分別用バケツを購入された場合は、購入費
の4分の1を補助する制度があります。

広報あいこうか 2007.11.111



◎
い
よ
い
よ
刊
行

　

新
市
発
足
か
ら
本
格
的
に
進
め
て
き
た
市
史

編
さ
ん
も
、い
よ
い
よ
第
1
巻
を
12
月
20
日（
木
）

か
ら
頒
布
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
新
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
大
判

で
多
数
の
図
版
を
配
し
た
体
裁
で
、
甲
賀
市
の

豊
か
な
歴
史
文
化
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

◎
そ
の
内
容
は

　

全
8
巻
の
ト
ッ
プ
を
切
る
1
巻
で
は
、
甲
賀

市
の
自
然
や
地
理
を
概
観
し
た
あ
と
、
ま
ず
第

1
章
で
は
、
甲
賀
の
大
地
を
つ
く
っ
て
い
る
地

質
を
見
ま
す
。
鈴
鹿
の
山
々
や
信
楽
山
地
に
見

ら
れ
る
固
い
岩
の
形
成
、
暖
か
い
浅
い
海
に
生

息
し
た
海
の
貝
の
化
石
、
ゾ
ウ
の
足
跡
化
石
で

知
ら
れ
る
古
琵
琶
湖
の
時
代
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。

　

続
い
て
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
の
各
時
代
の
様

子
が
、
市
域
を
越
え
た
広
い
視
野
で
丹
念
に
描

か
れ
ま
す
。
と
く
に
古
墳
時
代
、
水
口
盆
地
に

始
ま
っ
た
大
開
発
を
推
進
し
た
の
が
ど
の
よ
う

な
人
々
だ
っ
た
の
か
想
像
が
広
が
り
ま
す
。

　

つ
づ
く
第
2
章
で
は
、
日
本
史
の
な
か
に
い

よ
い
よ
甲
賀
が
姿
を
現
し
ま
す
。
百
済
か
ら
石

仏
を
持
ち
帰
っ
た
人
物
と
し
て
『
日
本
書
紀
』

に
も
名
前
が
見
え
る
鹿
深
臣
の
動
向
や
、
天
下

分
け
目
の
戦
い
と
な
っ
た
壬
申
の
乱
と
の
関
わ

り
、
東
大
寺
や
石
山
寺
に
用
材
を
供
給
し
た
杣

や
川
津
に
つ
い
て
説
か
れ
ま
す
。

　

第
3
章
で
は
、
短
期
間
と
は
い
え
、
甲
賀
に

日
本
の
首
都
が
置
か
れ
た
紫
香
楽
宮
の
時
代
を
、

古
代
史
や
考
古
学
、
仏
教
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
か
ら
解
説
し
ま
す
。
な
ぜ
聖
武
天
皇
が
信

楽
に
宮
を
置
き
、
大
仏
の
造
立
を
思
い
立
っ
た

の
か
。
興
味
の
尽
き
な
い
章
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
第
4
章
で
は
、
都
が
奈
良
か
ら
京
都

に
う
つ
っ
た
平
安
時
代
の
甲
賀
を
紹
介
し
ま
す
。

市
域
を
横
断
し
た
東
海
道
の
変
遷
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
て
ら
れ
、
斎
王
群
行
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
人

を
悩
ま
し
た
鈴
鹿
の
山
賊
、
そ
し
て
山
賊
退
治

で
有
名
な
坂
上
田
村
麻
呂
の
伝
承
が
甲
賀
に
定

着
し
た
背
景
を
探
り
ま
す
。
ま
た
市
内
各
地
に

伝
え
ら
れ
る
豊
か
な
仏
教
美
術
を
紹
介
し
、
そ

の
歴
史
的
背
景
を
探
り
ま
す
。

◎
割
引
予
約
は

　

市
史
は
1
冊
3
，5
0
0
円
で
販
売
し
ま
す
が
、

現
在
次
の
と
お
り
割
引
予
約
を
受
付
中
で
す
。

全
8
巻
購
入
予
約
の
場
合
は　

1
冊
3
，2
0
0
円

第
1
巻
の
み
予
約
の
場
合
は　
1
冊
3
，4
0
0
円

代
金
は
各
巻
発
刊
時
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

■
予
約
申
込
期
限　

11
月
16
日（
金
）

◎
一
般
頒
布
は

　

12
月
20
日（
木
）
か
ら
次
の
場
所
で
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。（
た
だ
し
執
務
・
開
館
時
間
内
）

　

市
史
編
さ
ん
室　
　
　

（
甲
南
庁
舎
3
階
）

　

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
（
水
口
町
水
口
）

　

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
（
土
山
町
北
土
山
）

　

か
ふ
か
生
涯
学
習
館　
（
甲
賀
町
大
原
中
）

　

信
楽
中
央
公
民
館　
　
（
信
楽
町
長
野
）

◎
今
後
の
刊
行
は

　

今
後
の
刊
行
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

第
2
巻
中
世	

平
成
24
年

　
　

第
3
巻
近
世	

平
成
26
年

　
　

第
4
巻
近
現
代	

平
成
27
年

　
　

第
5
巻
美
術
・
考
古	

平
成
25
年

　
　

第
6
巻
建
造
物
・
民
俗	

平
成
21
年

　
　

第
7
巻
甲
賀
の
城	

平
成
22
年

　
　

第
8
巻
年
表
・
便
覧	

平
成
27
年

◎
刊
行
記
念
講
演
会

　

第
1
巻
の
刊
行
を
記
念
し
て
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
：
12
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
場
所
：
忍
の
里
プ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
甲
南
町
竜
法
師
）

■
講
演
：
木き

む
ら村
至よ

し

宏ひ
ろ

氏
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　
　
　
「
甲
賀
市
史
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
」

　
　
　
　

井い
の
う
え
み
つ
お

上
満
郎
氏
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
「
古
代
の
甲
賀
を
さ
ぐ
る
」

　
　
　
　

瀧た
き
な
み浪
貞さ

だ
こ子
氏
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
「
聖
武
天
皇
の
夢
と
紫
香
楽
宮
」

　

参
加
は
無
料
。
市
史
の
予
約
・
購
入
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
聴
講
で
き
ま
す
。
ま
た
会
場
で

は
第
1
巻
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

『
甲
賀
市
史
』

    

第
一
巻

「
古
代
の
甲
賀
」
12
月
刊
行

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　
　

☎
8
6
─

8
0
7
5

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ
8
6
─

8
2
1
6

12広報あいこうか2007.11.1



甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 鈴鹿山脈南部

坂下峠

●第2回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

５日㈪、12日㈪、
19日㈪、26日㈪

11月の
休園日

　坂下峠は甲賀町大原から三重県亀山市坂下に通じる山道の鈴鹿
山地の尾根にあります。峠から尾根道を北へ登れば溝干山、高畑
山から鈴鹿峠へ、南へ登れば那須ヶ原山へと続いています。この
辺りは花崗岩地帯で尾根道は風化が進み、崩れやすく、むきだし
の岩があり、岩や崖にへばりつくように植物が生えています。
　また土壌は植物が育つには栄養が乏しいのですが、ツツジ科植
物は他所では見られない程多くの種類が生育しています。花の美
しいシャクナゲ、ベニドウダン、サラサドウダン、絶滅が心配さ
れるコアブラツツジなどが厳しい環境に適応しています。
　溝干山の山頂付近には小規模ですが、ブナの群落があり、特定
植物群落一覧表（環境庁1979）に溝干山のブナ-クロモジ群集
として掲載されています。ブナは坂下峠にも、また溝干山への尾
根筋の登山道沿いにも点々と生えています。葉の大きさは西南日
本でみられる小型です。人里に近いブナ林は伐採が進み少なくな
ってしまいましたが、たくさんの実で他のいきものを養い、落ち
葉が森の保水力を高めるブナは、近年見直されてきました。
　南鈴鹿山地は、ほかにヤマグルマ、アカガシ、テバコモミジガサ、

イワキンバイなど低地では見られ
ない多くの植物を育んで今日に至
っています。ここは、山地の多様
な環境に適応した、植物をはじめ
いろいろな生きものに出会える貴
重な場所なのです。

mブナ

mイワキンバイ

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄

今
回
は
水
口
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
号（
12
月
１
日
号
）は
、信
楽
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・
窓
に
見
る
花
火
は
今
年
の
景
気
な
る
か
見
事
な
広
が
り
声
出
し
見
入
る	

福
田　

和
子

・
鈴
虫
の
少
な
く
な
り
て
も
ら
い
う
け
と
も
に
仲
よ
く
秋
の
夜
な
ご
ま
す	

殿
城　

清
子

・
草
笛
で
吹
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
流
れ
き
て
魂
ふ
る
わ
す
爽
や
か
な
朝	

廣
瀬
美
津
子

・
齢と

し

な
り
に
の
ん
び
り
せ
よ
と
諭
す
の
か
軽
き
眩め

ま
い暈

は
私
を
襲
う	

大
平
美
恵
乃

・
ゆ
っ
く
り
と
振
り
向
く
よ
う
な
コ
ス
モ
ス
の
描
か
れ
親
し
友
の
便
り
は	

富
田　

満
枝

・
元
気
よ
く
登
校
な
せ
る
曽こ
孫
の
姿
見
送
る
わ
れ
の
今
日
を
喜
ぶ	

川
嶋　

好
枝

・
収
穫
を
真
近
に
ひ
か
え
山
裾
田
か
か
し
を
立
て
て
賑
わ
い
見
せ
る	

田
中
の
ぶ
子

・「
た
だ
い
ま
」と
さ
わ
や
か
に
過
ぐ
女
学
生
自
転
車
の
背
に「
お
か
え
り
」と
返
え
す	

田
代　

伸
子

・
朝
日
さ
す
わ
が
村
里
の
野
辺
清す

が

し
た
れ
る
稲
穂
に
露
ひ
か
り
お
り	

上
村　

利
代

・
野
火
け
む
り
野
良
着
に
し
み
る
真
昼
間
の
藁わ

ら

燃
す
跡
の
黒
々
と
し
て	

徳
地
喜
代
子

・
病
院
へ
の
日
々
の
通
ひ
路
お
の
ず
か
ら
樹
々
草
花
の
位
置
も
お
ぼ
ゆ
る	

筧　
　

道
子

・
出
合
う
人
に
朝
の
挨
拶「
暑
い
わ
ね
」稲
穂
も
出
揃
い
秋
風
す
ぐ
る	

山
田　

静
枝

・
病
み
て
よ
り
折
々
届
く
文
読
め
ば
孫
ら
三
人
少
女
と
な
り
ゆ
く	

太
田
紀
久
子

・
二
度
と
ゆ
く
当
て
な
き
旅
の
案
内
を
礼れ

ぶ
ん文

の
花
に
想
い
重
ね
る	

奥
山　

孝
子

・
サ
ル
ボ
ボ
の
顔
な
き
面お

も

が
気
の
ま
ま
に
日
毎
変
り
て
わ
れ
に
向
き
居
り	

杉
本
智
恵
子
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水
　

口

信
　

楽

＊
奉
送
迎
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

　

当
日
は
、
貴
生
川
駅
構
内
や
陶
芸
の
森
各

施
設
（
創
作
研
修
館
・
信
楽
産
業
展
示
館
・

陶
芸
館
）
内
、
紫
香
楽
宮
遺
跡
関
連
施
設
内

へ
の
出
入
り
は
時
間
に
よ
り
制
限
さ
れ
ま
す

が
、
貴
生
川
駅
周
辺
や
御
視
察
先
ま
で
の
国

道
沿
線
、
陶
芸
の
森
の
出
入
り
口
や
紫
香
楽

宮
遺
跡
周
辺
で
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
出

迎
え
（
奉
送
迎
）
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
奉
送
迎
の
場
所
を

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

奉
送
迎
さ
れ
る
方
は
、
現
場
の
警
察
官
や

市
職
員
の
誘
導
に
従
い
、
決
め
ら
れ
た
位
置

で
奉
送
迎
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
奉
送
迎
場
所
付
近
に
は
駐
車
場
は
な

く
、
路
上
駐
車
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

天
皇
皇
后
両
陛
下
が

　

甲
賀
市
を
御
訪
問
さ
れ
ま
す

　

今
月
12
日（
月
）、天
皇
皇
后
両
陛
下
が
甲
賀
市
を
御
訪
問（
行
幸
啓
）さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
御
訪
問
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
11
月
10
日（
土
）か
ら
11
日（
日
）ま

で
開
催
さ
れ
る
第
27
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
び
わ
こ
大
会
に
ご
臨
席
の
た

め
、
本
県
を
御
訪
問
に
な
り
、
そ
の
後
、
県
下
の
地
方
事
情
御
視
察
の
た
め
、
甲

賀
市
を
御
訪
問
さ
れ
る
も
の
で
す
。
甲
賀
市
内
で
の
御
日
程
と
奉
送
迎
の
場
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

御
日
程

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
御
料
車
が
通
過
す
る
時
間
帯
は
、

国
道
と
周
辺
道
路
の
通
行
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

＊
奉
送
迎
に
関
す
る
一
般
事
項

①
奉
送
迎
者
は
、
御
料
車
の
進
行
の
妨
げ

や
、
他
の
奉
送
迎
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
奉
送
迎
場
所
で
は
、
県
・
市
職
員
、
警
察

官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
奉
送
迎
者
の
服
は
、
平
服
で
結
構
で
す
。

④
奉
送
迎
場
所
か
ら
の
写
真
撮
影
は
可
能
で

す
が
、
指
定
さ
れ
た
場
所
を
超
え
て
両
陛

下
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
雨
天
の
場
合
で
傘
等
を
使
用
す
る
時
は
、

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
団
体
で
奉
送
迎
す
る
場
合
は
、
団
体
ご
と

に
必
ず
責
任
者
を
定
め
て
、
秩
序
あ
る
奉

送
迎
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
奉
送
迎
の
列
は
、
奉
送
迎
が
終
わ
る
ま
で

確
保
し
、
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
幼
児
と
共
に
奉
送
迎
を
す
る
場
合
、
保
護

者
は
幼
児
が
道
路
上
等
に
飛
び
出
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

⑨
次
に
掲
げ
る
場
所
で
の
奉
送
迎
は
、
事
故

の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
実
施
で
き
ま

せ
ん
。

　

ア
、
歩
道
橋
、
柵
、
塀
、
建
物
（
2
階
以

上
の
フ
ロ
ア
ー
を
含
む
）、
が
け
の
上

及
び
そ
の
他
の
高
所

　

イ
、
急
斜
面
、
盛
土
の
上
及
び
踏
切
、
交

差
点
、
川
、
側
溝
、
池
等
と
接
し
、
ま

た
看
板
等
の
倒
壊
等
の
恐
れ
が
あ
る

等
、
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
所

① 貴生川駅南口甲賀薬局貴生川店前歩道
② 貴生川駅南口井原治療院前歩道
③ 水口市民病院第１駐車場前歩道
④ 虫生野柿田川沿い歩道
⑤ 虫生野柿田川沿い公園前歩道
⑥ 杣川新橋西側歩道
⑦ 国道307号庚申口交差点北東部歩道
⑧ 国道307号湖成産業㈲寮前歩道
⑨ 国道307号㈱田村製畳裏歩道　
⑩ 国道307号牛飼点滅信号交差点北側歩道
⑪ 国道307号紫香楽宮跡駅交差点南側歩道
⑫ 国道307号紫香楽病院前歩道
⑬ 国道307号新下山川橋詰南側歩道
⑭ 国道307号牧東信号交差点東詰資材置場前歩道
⑮ 国道307号上島陶仙民芸向かい側歩道
⑯ 国道307号JA甲賀郡雲井支所向かい側歩道
⑰ 国道307号牧上野住宅㈱前歩道
⑱ 国道307号勅旨ワールドコーヒー前歩道

⑲ 国道307号勅旨橋詰北側歩道
⑳ 国道307号紫香楽骨董村１号館向かい側歩道
㉑ 国道307号勅旨ローソン信楽町勅旨店向かい側歩道
㉒ 国道307号勅旨マルタカ陶器前
㉓ 陶芸の森進入路入り口歩道
㉔ 陶芸の森進入路丸克製陶所陶芸教室前歩道
㉕ 陶芸の森進入路丸克製陶所古陶館前歩道
㉖ 陶芸の森創作の池前歩道
㉗ 虫生野ラフレシール公園前歩道
㉘ 国道307号虫生野カラオケ店アミーゴ前歩道
㉙ 国道307号虫生野中央信号交差点北側歩道
㉚ 国道307号水口大橋信号交差点南側歩道
㉛ 西友水口店東三叉路南側歩道
32 JA旅行センター前歩道
33 JA甲賀郡花野果市前歩道
34 西友水口店西宝くじ売場向かい側歩道
35 西友水口店西宝くじ売場横歩道

水
　

口

信
　

楽

10
時
30
分
こ
ろ
〜
11
時
こ
ろ

　
　

J
R
貴
生
川
駅

　
　
　
　

11
時
こ
ろ
〜
14
時
30
分
こ
ろ

　
　

県
立
陶
芸
の
森

　
　
　
　

14
時
こ
ろ
〜
15
時
30
分
こ
ろ

　
　

宮
町
遺
跡

　
　
　
　

15
時
こ
ろ
〜
16
時
こ
ろ

　
　

市
役
所
水
口
庁
舎

　
　
　
　

15
時
30
分
こ
ろ
〜
16
時
こ
ろ

　
　

J
R
貴
生
川
駅

※

そ
の
他
注
意
事
項

①
行
幸
啓
の
当
日
は
、非
常
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
、ま
た
交

通
規
制
も
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
御
順
路
沿
い
の
空
き

地
等
は
、奉
送
迎
場
所
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、駐
車
の
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。従
い
ま
し

て
、一
般
奉
送
迎
者
の
自
動
車
の
ご
使
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

②
御
順
路
沿
線
付
近
で
の
農
作
業
等
に
よ
る
野
焼
き
は

自
粛
願
い
ま
す
。

③
多
く
の
方
々
が
、沿
道
で
お
迎
え
に
な
り
ま
す
の
で
、飼

い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

道
国

7
0
3

号

水 口 町 貴 生 川

～

信 楽 町 長 野

～

信 楽 町 宮 町

10時30分ころ

～12時00分ころ

14時00分ころ

～15時00分ころ
信 楽 町 宮 町

～

水 口 町 水 口

14時30分ころ

～16時10分ころ

《
奉
送
迎
場
所
》

　奉送迎場所は、次の35箇所です。混雑を避けるために、原則的に、水口庁舎付近は貴生川学区を除く水
口町及び土山町の皆さん、貴生川駅周辺は水口町貴生川学区及び甲賀・甲南町の皆さん、信楽町内は信楽
町の皆さんの奉送迎場所とさせていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、当日の道路規制の区間及び時間は、概ね下表のとおりとなっていますので、ご注意ください。

11月12日㈪の一時通行止め等
規制区間及び時間は
次のとおりです。

※現時点で公表された御日程です。

甲賀市
水口庁舎

水口大橋北詰

水口大橋南詰

甲賀県事務所

水口

水口水口税務署前

㉚

㉛
32
33

34
35
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虫生野中央

庚申口
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水口

①
②③④⑤⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

㉗
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黄瀬黄瀬橋

牧

陶芸の森

信楽駅口

信楽IC

甲賀市信楽支所

ぎょくけいじまえ

しがらき

ちょくし

くもい

しがらきぐうし

陶芸の森

甲賀寺跡

紫香楽宮跡

宮町遺跡
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⑯

⑰

⑱

⑲
⑳
㉑
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㉔㉕

㉖

信楽地域の方

水口（貴生川学区）・甲賀・甲南地域の方 水口（貴生川学区を除く）・土山地域の方

14広報あいこうか2007.11.1



水
　

口

信
　

楽

＊
奉
送
迎
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

　

当
日
は
、
貴
生
川
駅
構
内
や
陶
芸
の
森
各

施
設
（
創
作
研
修
館
・
信
楽
産
業
展
示
館
・

陶
芸
館
）
内
、
紫
香
楽
宮
遺
跡
関
連
施
設
内

へ
の
出
入
り
は
時
間
に
よ
り
制
限
さ
れ
ま
す

が
、
貴
生
川
駅
周
辺
や
御
視
察
先
ま
で
の
国

道
沿
線
、
陶
芸
の
森
の
出
入
り
口
や
紫
香
楽

宮
遺
跡
周
辺
で
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
出

迎
え
（
奉
送
迎
）
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
奉
送
迎
の
場
所
を

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

奉
送
迎
さ
れ
る
方
は
、
現
場
の
警
察
官
や

市
職
員
の
誘
導
に
従
い
、
決
め
ら
れ
た
位
置

で
奉
送
迎
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
奉
送
迎
場
所
付
近
に
は
駐
車
場
は
な

く
、
路
上
駐
車
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

天
皇
皇
后
両
陛
下
が

　

甲
賀
市
を
御
訪
問
さ
れ
ま
す

　

今
月
12
日（
月
）、天
皇
皇
后
両
陛
下
が
甲
賀
市
を
御
訪
問（
行
幸
啓
）さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
御
訪
問
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
11
月
10
日（
土
）か
ら
11
日（
日
）ま

で
開
催
さ
れ
る
第
27
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
び
わ
こ
大
会
に
ご
臨
席
の
た

め
、
本
県
を
御
訪
問
に
な
り
、
そ
の
後
、
県
下
の
地
方
事
情
御
視
察
の
た
め
、
甲

賀
市
を
御
訪
問
さ
れ
る
も
の
で
す
。
甲
賀
市
内
で
の
御
日
程
と
奉
送
迎
の
場
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

御
日
程

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
御
料
車
が
通
過
す
る
時
間
帯
は
、

国
道
と
周
辺
道
路
の
通
行
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

＊
奉
送
迎
に
関
す
る
一
般
事
項

①
奉
送
迎
者
は
、
御
料
車
の
進
行
の
妨
げ

や
、
他
の
奉
送
迎
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
奉
送
迎
場
所
で
は
、
県
・
市
職
員
、
警
察

官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
奉
送
迎
者
の
服
は
、
平
服
で
結
構
で
す
。

④
奉
送
迎
場
所
か
ら
の
写
真
撮
影
は
可
能
で

す
が
、
指
定
さ
れ
た
場
所
を
超
え
て
両
陛

下
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
雨
天
の
場
合
で
傘
等
を
使
用
す
る
時
は
、

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
団
体
で
奉
送
迎
す
る
場
合
は
、
団
体
ご
と

に
必
ず
責
任
者
を
定
め
て
、
秩
序
あ
る
奉

送
迎
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
奉
送
迎
の
列
は
、
奉
送
迎
が
終
わ
る
ま
で

確
保
し
、
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
幼
児
と
共
に
奉
送
迎
を
す
る
場
合
、
保
護

者
は
幼
児
が
道
路
上
等
に
飛
び
出
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

⑨
次
に
掲
げ
る
場
所
で
の
奉
送
迎
は
、
事
故

の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
実
施
で
き
ま

せ
ん
。

　

ア
、
歩
道
橋
、
柵
、
塀
、
建
物
（
2
階
以

上
の
フ
ロ
ア
ー
を
含
む
）、
が
け
の
上

及
び
そ
の
他
の
高
所

　

イ
、
急
斜
面
、
盛
土
の
上
及
び
踏
切
、
交

差
点
、
川
、
側
溝
、
池
等
と
接
し
、
ま

た
看
板
等
の
倒
壊
等
の
恐
れ
が
あ
る

等
、
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
所

① 貴生川駅南口甲賀薬局貴生川店前歩道
② 貴生川駅南口井原治療院前歩道
③ 水口市民病院第１駐車場前歩道
④ 虫生野柿田川沿い歩道
⑤ 虫生野柿田川沿い公園前歩道
⑥ 杣川新橋西側歩道
⑦ 国道307号庚申口交差点北東部歩道
⑧ 国道307号湖成産業㈲寮前歩道
⑨ 国道307号㈱田村製畳裏歩道　
⑩ 国道307号牛飼点滅信号交差点北側歩道
⑪ 国道307号紫香楽宮跡駅交差点南側歩道
⑫ 国道307号紫香楽病院前歩道
⑬ 国道307号新下山川橋詰南側歩道
⑭ 国道307号牧東信号交差点東詰資材置場前歩道
⑮ 国道307号上島陶仙民芸向かい側歩道
⑯ 国道307号JA甲賀郡雲井支所向かい側歩道
⑰ 国道307号牧上野住宅㈱前歩道
⑱ 国道307号勅旨ワールドコーヒー前歩道

⑲ 国道307号勅旨橋詰北側歩道
⑳ 国道307号紫香楽骨董村１号館向かい側歩道
㉑ 国道307号勅旨ローソン信楽町勅旨店向かい側歩道
㉒ 国道307号勅旨マルタカ陶器前
㉓ 陶芸の森進入路入り口歩道
㉔ 陶芸の森進入路丸克製陶所陶芸教室前歩道
㉕ 陶芸の森進入路丸克製陶所古陶館前歩道
㉖ 陶芸の森創作の池前歩道
㉗ 虫生野ラフレシール公園前歩道
㉘ 国道307号虫生野カラオケ店アミーゴ前歩道
㉙ 国道307号虫生野中央信号交差点北側歩道
㉚ 国道307号水口大橋信号交差点南側歩道
㉛ 西友水口店東三叉路南側歩道
32 JA旅行センター前歩道
33 JA甲賀郡花野果市前歩道
34 西友水口店西宝くじ売場向かい側歩道
35 西友水口店西宝くじ売場横歩道
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ろ

　
　

宮
町
遺
跡

　
　
　
　

15
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16
時
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ろ

　
　

市
役
所
水
口
庁
舎

　
　
　
　

15
時
30
分
こ
ろ
〜
16
時
こ
ろ

　
　

J
R
貴
生
川
駅

※

そ
の
他
注
意
事
項

①
行
幸
啓
の
当
日
は
、非
常
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
、ま
た
交

通
規
制
も
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
御
順
路
沿
い
の
空
き

地
等
は
、奉
送
迎
場
所
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、駐
車
の
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。従
い
ま
し

て
、一
般
奉
送
迎
者
の
自
動
車
の
ご
使
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

②
御
順
路
沿
線
付
近
で
の
農
作
業
等
に
よ
る
野
焼
き
は

自
粛
願
い
ま
す
。

③
多
く
の
方
々
が
、沿
道
で
お
迎
え
に
な
り
ま
す
の
で
、飼

い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

道
国

7
0
3

号

水 口 町 貴 生 川

～

信 楽 町 長 野

～

信 楽 町 宮 町

10時30分ころ

～12時00分ころ

14時00分ころ

～15時00分ころ
信 楽 町 宮 町

～

水 口 町 水 口

14時30分ころ
～16時10分ころ

《
奉
送
迎
場
所
》

　奉送迎場所は、次の35箇所です。混雑を避けるために、原則的に、水口庁舎付近は貴生川学区を除く水
口町及び土山町の皆さん、貴生川駅周辺は水口町貴生川学区及び甲賀・甲南町の皆さん、信楽町内は信楽
町の皆さんの奉送迎場所とさせていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、当日の道路規制の区間及び時間は、概ね下表のとおりとなっていますので、ご注意ください。

11月12日㈪の一時通行止め等
規制区間及び時間は
次のとおりです。

※現時点で公表された御日程です。
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　戦後62年が経過、現在我々が享受している平和と繁
栄が、祖国のために心ならずも命を落とされた戦没者
の方々の犠牲の上に築かれていることを忘れてはなり
ません。
　甲賀市でも、市を挙げて追悼の誠を捧げるため、８
月から11月にかけて、市内５つの地域で「甲賀市戦没
者追悼式」を行い、戦没者の方々に思いを馳せ、心か
ら御冥福をお祈りすることとしています。　
　戦争は、多くの尊い命を奪い、誰もが悲しみを強い
られることとなります。戦争の悲惨さと平和の尊さを
正しく後世に伝えることはわたしたちの責務です。 n

水口地域の式典に参列し慰霊のことばを述べる中嶋市長

市内５地域で
戦没者追悼式を開催

　忍の里プララで10月６日㈯、まなびの体験広場
2007 ひとみの輝く甲賀っこまつりが開催されました。
　今年で２回目となるこの催しでは、市内の高校生や
専門学校生、シルバー人材センターの会員の皆さんが
体験コーナーの講師となりました。訪れた小学生たち
は、興味深くひとみを輝かせながら、さまざまな体験
に取り組み、異世代間の交流も深まったようです。

n

スライム時計作り（甲南高校）

n

カラフルステッカー作り（信楽高校）

n

体力測定（甲賀健康医療専門学校）

n

英語であそぼ
  （水口高校）

n小物作り
　（水口女子専門学校）

n

老人体験（甲賀看護専門学校）

n

昔ながらの遊び
　（シルバー人材センター）

まなびの体験広場2007
ひとみの輝く甲賀っこまつり

異世代間の交流深まる
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№9

問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課

　

鳥
獣
害
対
策
係

　

☎
6
5
│

0
7
3
4

　

℻
6
3
│

4
5
9
2

◎ 

シ
カ
の
個
体
数
調
整

　

シ
カ
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
5

月
16
日
か
ら
個
体
数
調
整
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
増
え
す
ぎ
た
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
を
適
正
に
管
理

す
る
た
め
に
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
滋
賀

県
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
現
状
の
個
体
数
を
半
減
す

る
こ
と
を
目
標
に
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◎ 

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　

滋
賀
県
で
は
毎
年
11
月
15
日
か
ら

翌
年
2
月
末
日
ま
で
は
狩
猟
期
間
と

な
り
ま
す
。
入
猟
に
あ
た
り
狩
猟
者

に
対
し
て
徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
狩
猟
者
に
分
か
り
や
す
い
服

装
で
山
に
入
る
な
ど
、
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
鳥
獣
害
対
策
ニ
ュ
ー
ス
で
は
平
成
17
年
度
か
ら

19
年
度
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
数
を
報
告
し
ま
す
。

■捕獲頭数一覧　（平成19年度は9月末日現在）

　　　　　　平成17年度     平成18年度     平成19年度
サ　　　ル 4 48 48
シ　　　カ 34 401 434
イ ノ シ シ 26 59 39
カ ワ ウ ̶ 38 19 
アライグマ ̶ 5 19

　甲賀市は変化に富んだ豊かな自然
に恵まれています。一方、都市化の
進展などにより、近年は絶滅が心配
される動物や植物もみられます。
　そこで、市内の希少な野生生物の
生息状況を調査し、レッドデータブ
ック「守ろう！！甲賀の自然と生き
物」を発行しました。動植物のカラ
ー写真と簡単な解説をつけた、A５
版80ページの読みやすい形式となっ
ています。
　甲賀市の希少な野生生物や自然に
ついてまとめた初めての本であり、
それらの生息環境についても分かり
やすく解説しました。
　みなくち子どもの森自然館で１冊
800円で販売します。郵送をご希望
の場合は、お問い合わせください。

問い合わせ
みなくち子どもの森自然館  ☎63-6712　℻63-0466

※レッドデータブック：絶滅のおそれがある野生生物の種名や生息状況などをまとめた本。

n

発行された甲賀市レッドデータブック
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

　

10
月
６
日（
土
）か
ら
８
日（
月
）ま
で
開
催
さ
れ
た
「
陶
都
・
し
が

ら
き
2
0
0
7
信
楽
陶
器
ま
つ
り
」。
今
年
も
多
く
の
観
光
客
が
信

楽
焼
の
産
地
、
甲
賀
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

陶
器
ま
つ
り
で
は
、
陶
芸
の
森
信
楽
産
業
展
示
館
で
信
楽
焼
の

新
作
展
と
も
言
え
る
第
76
回
信
楽
陶
器
総
合
展
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ

か
、
市
役
所
信
楽
支
所
周
辺
で
は
陶
器
即
売
会
も
行
わ
れ
、
期
間
中

は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陶
器
即
売
会
場
横
の
甲
賀
市
の
特
産
品
広
場
に
は
、
市
の

特
産
品
で
あ
る
水
口
の
か
ん
ぴ
ょ
う
や
甲
賀
の
長
寿
も
ち
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
お
茶
な
ど
の
お
店
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は
今

回
だ
け
で
な
く
、
市
内
各
所
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
市
民
皆
さ
ん
に
よ
る
甲
賀
市
の
祭
り
と
し
て
、
そ
の
輪
が
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　市内には、地場産業を基軸とした企業、
また各地域に進出の企業、さらには市民の
皆さんの生活に密着する多くの商店があり、
元気な甲賀市を支えていただいています。
　そうした企業や商店が集まり、普段は触
れることが少ない甲賀市の一面を市民の皆
さんに知っていただこうと、水口では商工
まつり、また甲賀では産業フェアが10月21
日㈰に開催されました。
　当日両会場には、企業の製品展示や地元
特産品の展示・販売、また模擬店などが開
かれ、多くの皆さんが楽しみました。
　また、子どもたちが参加するイベントも
行われました。みなくち商工まつりでは、
わんぱく相撲（表紙写真）などが、こうか
産業フェアでは、丸太切り体験、紙飛行機
作りと飛距離競争などが開催され、両会場
には、笑顔と歓声が広がりました。

　甲賀町の多目的グラウンドで10月12日㈮、甲賀町
老人クラブ連合会第18回交流スポーツ大会が開催さ
れ、秋晴れのもと、800名の皆さんが心地よい汗を流
しました。
　開会式には中嶋市長も出席。「家族や地域こぞって
このような大会をもてるところが甲賀のすばらしい
ところ」とあいさつした後、皆さんとともにストレッ
チ体操をしました。
　甲賀地域の保育園や幼稚園の年長組園児と一緒に
踊るプログラムでは、高齢者の皆さんと園児たちが
手を取りながら楽しくダンス、世代を越えた交流の
ひと時を過ごしました。

❶即売会で品定めをす
る観光客

❷❸人気のあった市の
特産品コーナー

❹信楽焼の新作展「信
楽陶器総合展」

陶
都
・
し
が
ら
き
ま
つ
り

2
0
0
7

〜
信
楽
陶
器
ま
つ
り
盛
大
に

　

市
内
の
特
産
物
販
売
の
お
店
も
〜

2

14

3

甲
賀
市
の
元
気
が
集
合

〜
み
な
く
ち
商
工
ま
つ
り
・
こ
う
か
産
業
フ
ェ
ア
〜

n子どもたちも丸太切りに挑戦

元気で 明るく いきいきと
〜甲賀町老人クラブ連合会交流スポーツ大会〜

n

皆さんとストレッチ
体操をする中嶋市長

n
園児たちと楽しくダンス

n

�多くの皆さんが集まった
こうか産業フェアの会場
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

8
絵
画
は

 

「
自
然
へ
の
入
り
口
」

光
景
画
家

松ま
つ
も
と
こ
う
さ
い

本
光
彩
さ
ん（
甲
賀
町
相
模
）

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

木
の
ぬ
く
も
り
と
優
し
い
色
合
い

が
魅
力
の
「
木
彩
画
」。
幼
い
こ
ろ

か
ら
絵
に
親
し
ん
で
き
た
と
い
う
松

本
さ
ん
が
、
木
彩
画
を
始
め
た
の
は

４
年
前
。
家
具
の
廃
材
に
オ
イ
ル
パ

ス
テ
ル
で
描
く
作
風
は
、
松
本
さ
ん

が
独
学
で
編
み
出
し
た
も
の
で
、
キ

ャ
ン
バ
ス
と
は
違
っ
て
細
部
ま
で
描

く
に
は
、
か
な
り
の
技
術
を
必
要
と

し
ま
す
。
ざ
ら
ざ
ら
し
た
木
肌
に
指

で
色
を
の
せ
る
た
め
、
慣
れ
な
い
こ

ろ
は
手
を
痛
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

松
本
さ
ん
の
活
動
場
所
は
ほ
と
ん

ど
が
地
元
。「
何
度
も
足
を
運
べ
る

の
が
地
元
な
ら
で
は
。
一
つ
の
場
所

に
構
え
て
、じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
」

と
自
然
豊
か
な
甲
賀
は
、
作
品
作
り

に
も
っ
て
こ
い
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
絵
を
描
く
う
え
で
必
要
な

気
象
や
環
境
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
と

い
う
松
本
さ
ん
。
ほ
こ
り
に
ま
み
れ

て
い
た
廃
材
に
絵
を
描
く
こ
と
で
再

び
命
を
吹
き
込
む
、
こ
れ
も
環
境
へ

の
取
り
組
み
な
の
で
す
。

　

最
近
、
琵
琶
湖
の
風
景
も
描
い
て

い
る
と
い
う
松
本
さ
ん
が
気
に
か
か

る
の
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
だ
そ
う

で
す
。「
自
分
の
作
品
は
、
報
道
写

真
で
な
く
報
道
絵
画
。
今
ど
う
い
う

状
況
に
あ
る
か
を
絵
画
で
伝
え
る
こ

と
が
使
命
」
と
話
す
松
本
さ
ん
の
絵

に
は
水
面
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
浮
い

た
ま
ま
の
琵
琶
湖
が
描
か
れ
ま
す
。

「
絵
画
は
『
自
然
へ
の
入
り
口
』。
ま

ず
絵
を
見
て
、
今
度
は
自
分
の
目

で
自
然
を
見
て
何
か
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
す
。

　

各
地
の
個
展
で
フ
ァ
ン
も
多
い

松
本
さ
ん
の
作
品
は
、
11
月
３
日

（
土
）・
４
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
甲

賀
町
文
化
祭
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

松
本
さ
ん
の
絵
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
大
切
に
と
い
う
環
境
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
私
た
ち
に
届
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
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n

温
か
み
の
あ
る
松
本
さ
ん
の
木
彩
画

　土山町の双鈴ゴルフクラブで
10月３日㈬、第２回となる甲賀
市チャリティゴルフ大会が行わ
れました。
　この大会はスポーツ振興のた
め、市ゴルフ協会が主催したも
ので、186名が参加しました。表
彰式では、青少年の健全育成の
ためにと、協会の種村会長か
らチャリティー募金30万円とバ
レーボール10個が贈られました。

186名が腕を競う
〜第２回甲賀市チャリティーゴルフ大会〜

n

寄贈されたバレーボール

※松本光彩さんのホームページ「思い遥かに」もご覧ください

　

県
建
設
業
協
会
甲
賀
支
部
の
皆
さ
ん
が

10
月
11
日（
木
）、「
さ
わ
や
か
道
路
デ
ー
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
甲
賀
支
部
が
企
業
の
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
会
員
に
参
加

を
募
っ
て
計
画
し
た
も
の
で
、
1
3
0
名

を
超
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
5

か
所
に
分
か
れ
、
道
路
周
辺
に
散
乱
す
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

　

甲
賀
支
部
の
山
中
支
部
長
は
、「
私
た

ち
の
道
路
清
掃
活
動
を
見
た
人
々
に
、
道

路
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、

と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

n
道
路
の
ご
み
を
拾
い
集
め
る
甲
賀
支
部
の
皆
さ
ん

ごみを捨てにくい
　　　道路環境めざし
〜県建設業協会甲賀支部さわやか道路デー〜
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こうか
まちかど特派員

岡
お か

田
だ

　裕
ゆ う

子
こ

　市内では、地域の特産づくりや直売、伝統食文化の継承
に取り組まれているグループがいくつかあります。
今回は、そんなグループの一つである信楽町多羅尾の「多
羅尾生活改善グループ」の田

た

中
なか

吏
り ゆ こ

由子さんに、お話をお聞
きしました。その多彩な活動の中から特に心に残った２
つをご紹介します。

朴葉で包む柏餅の伝承
　多羅尾では、田植えなどの農作業を互いに助け合う、
「結」（ゆい）と呼ばれる古い習慣がありました。田植
えが済んだお祝いに柏餅をついて神様に供え、「結」
の仲間の家々へお礼として配り、交換し合う風習が長
く続いてきましたが、田植えの機械化により一時は途
絶えました。
　グループでは、この柏餅作りを復活させ、地元の児
童や若いお母さんなどを対象に、講習会を開いていま
す。多羅尾の柏餅は、多羅尾の山々に多く自生してい
る朴の木の葉で包んでおり、「朴の葉が、色良く匂いも
良くおいしい」と受講された方に大変好評のようです。
　伝承というかたちで人と人とがつながり、そこに朴
葉の柏餅が存在することに新しい「結」があるのでは
ないかと思いました。

手間ひまをかけたコンニャク作り
　多羅尾で古くから栽培されてきたコンニャク芋の生
産が年々減少し、各家庭でのコンニャク作りもされな
くなっていきました。

　そこで、グループでは、コンニャク芋の栽培・加工
に取り組み、周辺農家の協力を得て、有機栽培・無添
加の手作りコンニャクを作るようになりました。コン
ニャク芋の植え付け、手入れ、そして収穫までには３
〜４年かかり、加工され私たちの食卓に上ります。た
くさんの人が、手間ひまをかけて思いを込めて作られ
たコンニャクは、おいしさと感動を与えてくれます。
　現在は、コンニャク作り体験を指導しているグルー
プの皆さんですが、田中さんは「小学校６年生のとき、
担任の先生がごちそうしてくれた手作りコンニャクの
味が忘れられない」と話してくださいました。こうい
う経験があるからこそ、手作りのおいしさと大切さを
伝え続けていけるのだと思いました。多羅尾生活改善
グループの「生きがい工房」で作って食べた味が忘れ
られない、と言う人も年々増えているのではないで
しょうか。
　また、「若い後継者が加わったことで、更に会員の
輪を広げ積極的に活動していきたい」とも話してくだ
さいました。大人もですが、子どもたちにはなおさら
本物の味を知ってもらい、郷土の味にかえってきて欲
しいと感じました。

る郷土
の味

を伝え
n
多
羅
尾
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

n
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
に
取
り
組
む
田
中
さ
ん
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e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）
 水 口 税 務 署  ☎62-0314
 市役所税務課  市民税係  ☎65-0679  ℻63-4574

税務署から

e-Taxのおしらせ！
まず e-Taxをご利用いただく前に

◎個人の方は

開始届出書を納税地を所轄する
　　　　　税務署に提出してください。

※インターネットを利用した
　オンライン提出ができます。

電子申告により所得税の確定申告書を提出する際、
本人の電子署名及び電子証明書を併せて送信した
場合に、所得税額から5,000円（その年分の所得税額
を限度）を控除（平成19年分又は平成20年分のいず
れか１回）できるようになります。

問い合わせ

夜空旅人（天体観望会）
11月10日（土）

「230万光年先の銀河」

　230万光年先の銀河…
　それはアンドロメダ銀河のことで、
私たちの住む銀河系の隣に位置しま
す。比較的大きな銀河なので肉眼でも
小さな雲のように見ることができま
す。今の季節は大変きれいに見えるの
で、ぜひこれを機会に隣の銀河系を覗
いてみませんか。改めて宇宙の広さを
実感できるでしょう。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30
受　付／下記までお電話ください
　　　　（先着40名までとさせていた
　　　　だきます）

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

三雲養護学校　学習発表会
　三雲養護学校の児童・生徒たちが、
日頃の学習の成果を発表します。

日　時／ 11月16日（金）、17日（土）
　　　　 いずれも9：45〜14：30
場　所／三雲養護学校
　　　　（湖南市柑子袋1546）
内　容／ステージ発表、作品展示

問…三雲養護学校
272-4011　572-5547

「関西文化の日」に木挽職人
の解説と実演・体験

　関西2府7県内の美術館・博物館な
どの文化施設で、一定期間入館料等
を無料にして多くの方々のご来場を
目的とする関西文化の日〈11月17日
（土）・18日（日）〉の事業に甲南ふれあ
いの館も参加します。現在、当館で
は企画展を開催中です。
　甲賀地域は森林資源に恵まれて木
に係わる諸職が発達しました。前挽
と木挽の仕事に焦点をあてて公開講
座を開催します。木挽実演・体験も
できます。

講座開設日時／
　　11月17日（土）　10：00 ～ 12：00

問・申…甲南ふれあいの館
2/586-7551

みなくち子どもの森
大人のための自然講座

「落ち葉の下は？　　　　　
　〜土の不思議と利用〜」

　土や地面の下の生き物を観察しま
す。調べる内容は、①どんな生き物が
いるか？②土はどのようにできるの
か？③どんな土なら植物が育つか？な
どです。落ち葉の下をのぞいてみませ
んか。

日　時／ 11月23日（金・祝）
　　　　 9：00〜12：00（小雨決行）
集合場所／みなくち子どもの森自然館前
定　員／中学生以上　20名（先着順）
持ち物／野外に出る服装・帽子・くつ、
　　　　筆記具
参加費／ 100円（実費）
申込期限／ 11月21日（水）
申込方法／参加する人全員の氏名・年

齢・住所・電話番号を下記ま
で。（FAXの場合は、返信用の
番号も必ずご記入ください。）

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

中高年のためのパソコン教室
ワード基礎講座

（年賀状をつくろう）
　人権・同和問題を身近に感じ理解し
ていただくことを目的に、また地域交
流の場となるようパソコン教室を開催
します。

日　時／講座①
　　　　11月14日（水）･15日（木）･16日（金）
　　　　　講座②
　　　　11月27日（火）･29日（木）･30日（金）
　　　　いずれも9：30〜11：30
対　象／ワード初級終了程度のパソコ

ン操作ができる方
定　員／ 6名
持ち物／筆記用具
受講料／ 1,500円
　　　　（イラスト集・テキスト代含む）
申込締切／ 11月7日（水）（定員になり
　　　　次第締切）

問・申…かえで会館
286-4363　586-4958

天  体  観  望  会
　紫香楽天体観測同好会の協力を得て
天体観望会を実施します。今回は、ア
ンドロメダ大銀河とスバル星団を中心
に秋の星座を観測します。雨天等で星
が見られない場合は星や星座に関する
お話や実習があります。

日　時／ 11月9日（金）19：30〜21：00
場　所／たけのこ児童館（当日直接お

越しください）

問…たけのこ児童館
　　（信楽西教育集会所）

282-2361　582-3616
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飲酒運転　しない　させない　見逃さない

第27回かえで文化祭
　近隣地域住民の日頃の文化活動と
かえで会館・かえで児童館事業の成
果を発表し、人と人との交流の場と
して「かえで文化祭」を開催します。

日　時／ 11月10日（土）9：00〜16：30
　　　　　　  11日（日）9：00〜15：30
場　所／かえで会館
内　容／作品展示・人権啓発コーナー・

教室体験コーナー〈フラワー
アレンジメント･囲碁･書道･
絵手紙〉・キッズ制作コーナー

〈プラ板･秋の森クラフト･ラ
ミネートしおり作り〉・パネ
ルシアター・*フリーマーケッ
ト〈雨天中止〉・*模擬店

　　　　（＊印は11日（日）のみ開催）

問…かえで文化祭実行委員会事務局
　　（かえで会館）

286-4363　586-4958

甲賀市青少年健全育成
市民大会

　青少年の健全育成と青少年をめぐる
社会環境について理解と認識を深め、
青少年育成活動のより一層の推進を図
ることを目的に開催します。どなたで
も自由にご参加いただけます。

日　時／ 11月18日（日）13：30〜16：30
場　所／あいの土山文化ホール
内　容／
　○和太鼓「六友会（りくゆうかい）」
　○岩上青少年育成会の活動（水口）
　○ボランティア活動の取り組み

（甲賀中生徒会）
　○鈴鹿馬子唄（山内小）
　○記念講演「おや・おや・おや」
　　（やんちゃ和尚・廣

ひろなか

中　邦
くにみつ

充氏）
参加費／無料

問…生涯学習課
286-8022　586-8380

　このイベントは地球温暖化問題について家庭から取り組
めることを、ステージショーや工作教室をとおして広く市
民の方に学んでいただく機会として開催します。ご家族そ
ろってご来場ください。

問…生活環境課　環境政策担当　265-0692　563-4582

ステージイベント
○手作り楽器コンサート	 10:00
　　　　　「音楽劇団てんてこ」
○環境講演		  11:00
　「地球がたいへん〜地球温暖化とくらしの工夫〜」
　　　　　　　　　　　　講師　井上　チイ子 氏
○環境啓発DVD上映会	 13:00

展示コーナー
○太陽光発電システム　○IHクッキングヒーター
○各種パネル　○ペレットストーブ　○環境にやさ
しいくらし標語

ソーラーカー工作教室
親子でソーラーカーをつくって、走らせよう！
時　間／①10:00〜 ②13:30〜
定　員／先着各20組（計40組）
参加費／ 500円（材料代実費分）

エコバッグお絵かきコーナー
　クイズに答えてエコバッグを手に入れよう！自由
にお絵かきして、マイエコバッグを作っちゃおう！

（数に限りあり）

地産地消コーナー
○環境にやさしい農産物販売　○木工工作コーナー
○甲賀地域の特産物販売（クッキー、アイスクリー
ムなど）　○フリーマーケットコーナー（多数出店）
○エコ粘土で陶芸教室（有料）　○花のポットづく
り教室（参加費100円実費分・先着30名）
○手作り楽器工作コーナー

エコリサイクルツアー参加者募集
（甲賀市エコライフ講座）

施設見学／ Aコース、Bコース先着20名ずつ　
○Aコース
　生ごみ堆肥化システム（水口テクノス㈱）
○Bコース
　し尿処理施設・ごみ処理施設（衛生センター）
　13：00会場出発（バス）−施設見学−14：30解散予定

日　時／ 11月18日(日)10：00〜15：00　　場　所／碧水ホール

市民ギャラリ−
『ケト玉と創作山野草展』
『原 色 押 花 ア ー ト 展 』

　二十数年前から土山の自然に魅せら
れた岡

お か だ

田勇
ゆうさく

策さんが、身近にある山野
草をケト玉や人口岩に植えつけ、小さ
な自然界を見事に表現されています。
　また、岡

お か だ

田千
ち よ こ

代子さんの押花アート
展では、野山の花や樹皮、苔等を使っ
てアレジメント・風景・動物等を表現
し、観る人に癒しや安らぎを与えてく
れます。

期　間／ 11月5日（月）〜16日（金）
　　　　 平日の8：30〜17：15
　　　　 但し、5日は10：00〜17：15、
　　　　 16日は8：30〜16：30
場　所／土山支所 1階ロビ−
内　容／山野草展、押花作品展

問…土山支所
266-1101　566-1564

10 時からのス

テージイベント

先着 100 名様

に「 苗 木 」 を

差し上げます。
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振込む前に確認を　あなたを狙う振込め詐欺

水口スポーツの森へ行こう
●11月の催し

甲賀市民スタジアム

※時間は変更される場合があるため掲載して
　いません。

日 曜日 大　会　名

18 日 甲賀市シニアベースボールリーグ

多目的グラウンド
日 曜日 大　会　名

3 土・祝 滋賀県高体連秋季大会（サッカー）

10 土 クラブユース新人戦（サッカー）

11 日 クラブユース新人戦（サッカー）

23 金・祝 甲賀市グラウンドゴルフ大会

博物館がやってくる
〜柏木地区内遺跡展示会〜

　ここ数年来、水口町柏木地域では、
ほ場整備や地域開発等により発掘調
査が行われてきました。今回、発掘
調査地近くの柏木公民館で、これら
発掘調査出土遺物の展示会を、柏木
地区文化祭と併せ開催します。

日　時／ 11月3日（土・祝）〜11日（日）
　　　　 9：00〜17：00（3日のみ21：00

まで、文化祭は3・4日）
場　所／柏木公民館（特別展示場）
内　容／植遺跡、植城遺跡
　　　　3棟の大型倉庫群発見（模型も展示）
　　　　北脇遺跡
　　　　平安時代の鍛冶工房の発見、
　　　　銅印の発掘も。
　　　　泉塚越古墳
　　　　全国的にも大型の方墳で王者
　　　　の墓らしい。
　　　　泉下川原遺跡
　　　　このあたり一帯が5〜7世紀
　　　　の中心地。

問…柏木公民館
262-0404　563-2204

碧水ホールライブハウス
化計画

　市民が企画する意欲的なライブコン
サートです。このシリーズは12月9日
（日）にもあります。

（1）アヴァンギャルドな和楽器たち Part9
　   "Start Afresh"
日　時／ 11月10日（土）19：00開演
出　演／
　○邦楽グループ夢邦人

嶋
し ま も と

本菜
な お こ

穂子（箏）、中
な か じ ま

島美
み か

佳（箏、
十七絃）、黒

くろかわ

川清
きよし

（尺八）
　○ゲスト出演

藤
とうどう

堂直
な お こ

子（チェロ）
入場料／前売500円　当日600円
企　画／夢邦人（嶋本）

（2）甲賀グッドシティー
　  （甲賀市盛りあげコンサート）
日　時／ 11月11日（日）18：30開演
出　演／ウィンディ、ミドルwind 他
入場料／前売・当日とも700円
企　画／永

な が た

田和
か ず や

也

問・会場…碧水ホール
263-2006　563-0752

　（受付時間9：00〜17：00　月曜休館）

みなくち子どもの森を歩こう
「地層の観察」
　毎月第1日曜日には、みなくち子ど
もの森を歩きながら自然観察します。
今月は約230万年前にたまった古琵琶
湖の地層を観察します。

日　時／ 11月4日（日）14：00〜
　　　　 約1時間　小雨決行
集合場所／みなくち子どもの森自然館前
対　象／子ども〜大人　園路を約1時間

　　　歩ける方
申込不要。野外を歩く服装と靴で上記
集合場所へおいでください。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

公民館主催の文化祭
■伴谷公民館
日　時／ 11月3日（土・祝）14：00〜19：00
　　　　  11月4日（日）　　 9：00〜15：00

問…伴谷公民館
262-4982　563-6979

■柏木公民館
日　時／ 11月3日（土・祝）18：00〜21：00
　　　　  11月4日（日）　　 9：30〜15：00

問…柏木公民館
262-0404　563-2204

■水口中央公民館
日　時／ 11月3日（土・祝）13：00〜19：00
　　　　  11月4日（日）　10：00〜16：00

問…水口中央公民館
262-0488　562-3338

■岩上公民館
日　時／ 11月11日（日）9：00〜15：45

問…岩上公民館
2/562-7052

みなくち子どもの森しぜん学習会
「野洲川の化石」
　野洲川河床には古琵琶湖層群の地層
が露出しています。地層を観察して、
化石も探してみましょう。

日　時／ 11月18日（日）
　　　　 9：00〜12：00（雨天中止）
集合場所／みなくち子どもの森
　　　　   自然館前
定　員／子供〜大人　30名（先着順）

小学3年生以下は保護者同伴
で、小学生のみの参加は送迎
をお願いします。現場まで片
道1.5キロ歩きます。

持ち物／野外に出る服装・帽子、水筒、
　　　　新聞紙1日分
申込期限／ 11月16日（金）
申込方法／参加する人全員の氏名・年

齢・住所・電話番号を下記ま
で。（FAXの場合は、返信用の
番号も必ずご記入ください。）

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

碧水荘文化祭
　碧水荘で芸術の秋を楽しみませんか。

日　時／ 11月8日（木）〜11日（日）
　　　　 9：00〜16：00
場　所／老人福祉センター碧水荘

○展示の部（期間中）
　陶芸、書道、表装、盆栽、花結び

○体験の部（11日のみ）
　陶芸絵付け体験	　材料費300円
　花結び体験　　　材料費300円
　将棋対局	 　無料

○発表の部（11日のみ）
　音楽教室（コーラス、ベル）、レクリエー
ション（レグダンス）、カラオケ
　最終日には、お茶席を用意しています。

問…老人福祉センター碧水荘
262-6080　562-6096
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第21回全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレク滋賀2008）
2008年10月18日（土）〜21日（火）開催

ターゲットバードゴルフ〈水口スポーツの森〉バウンドテニス〈土山体育館〉

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 11月1日（木）〜15日（木）

（土・日・祝を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 12月1日（土）

■JR甲賀駅南駐車場
1区画・1か月　3,000円

■JR甲南駅前自動車駐車場
1区画（申し込みの際は事前にお問
い合わせください。）

※申込者多数の場合は抽選となります。
問…生活環境課 生活交通担当

265-0686　563-4582
■JR油日駅前駐車場

1か月　3,000円
問…油日駅を守る会

288-5879（直接お問い合わせください。）
■JR甲南駅前駐輪場

自転車　1か月　1,500円
原　付　1か月　1,800円

受付時間／ 6：15 ～ 9：15、13：00 ～
　14：00、18：30 ～ 20：30

問…甲南駅前駐輪場
286-0590（直接お問い合わせください。）

甲賀市エコライフ講座
参加者募集

　市では生ごみの焼却処分の削減を推
進しています。有用微生物群（EM）を
使って、生ごみを堆肥化させ、花壇や
菜園の肥料にするなど、楽しみながら
有機リサイクルをする、体験学習会を
開催します。

内　容／「生ごみ減量とリサイクル」
日　時／ 11月8日（木）20：00〜22：00
場　所／谷川会館（信楽町長野）
定　員／ 30名
講　師／谷

たに

　行
ゆきかず

和氏（EMクリーニング
研究会西日本支部長）

参加費／無料

問・申…
　甲賀市エコネット
　信楽の川自然愛護の会（谷）
　282-0198　582-3640
　生活環境課　環境政策担当
　265-0692　563-4582

ふれあい親子陶芸教室
参加者募集

　甲南ふれあいの館でオリジナルの陶
器を作ってみませんか？マグカップ程
度の大きさの作品を作りましょう。参
加ご希望の方は、下記までお申し込み
ください。

日　時／ 11月17日（土）10：00〜12：00
場　所／甲南ふれあいの館
定　員／ 25名(先着順)
受講料／ 500円(材料代)

問・申…甲南ふれあいの館
2/586-7551

自　衛　官　募　集

問…自衛隊滋賀地方協力本部　草津地域事務所　2/5077-563-8205

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

2等陸・海・空士
18歳以上

27歳未満の男子
（H20.4.1日現在）

試験日前日まで 12月1日（土）

陸上自衛隊生徒
15歳以上

17歳未満の男子
（H20.4.1日現在）

11月1日（木）
〜

平成20年1月8日（火）

1次試験
　平成20年1月12日（土）

2次試験
　平成20年1月25日（金）～28日（月）

曳山祭・囃子・曳山を勉強
します！

〜第6回勉強会を開催〜

　私たち大
おおみなくち

水口宿
すく

禰
ね っ と

ットは、水口曳山
祭や水口囃子、曳山などを貴重な財産
として保存伝承し、これらを核として
自分たちのまちを元気にするための活
動を展開しています。
　今回は多くの参加者を募り、水口曳
山祭の紹介や担い手を育成するための
講演会（第6回勉強会）を開催します。

講演テーマ／上野天神祭と水口曳山祭
の類似点や相違点、今後のあ
り方とは？

講　師／上野天神祭　囃子方　増
ま す だ

田 雄
たけし

氏
日　時／ 11月18日（日）14：00〜
場　所／水口社会福祉センター　福祉

ホール
対　象／中学生以上で関心のある方（小

学生は保護者同伴なら参加可能）
参加費／ 500円（学生は無料）
主　催／大水口宿禰ット

問…大水口宿禰ット（会長 広瀬悟）
　　2090-8984-3463

甲賀広域勤労者互助会
会員募集中

　甲賀市・湖南市の事業所（商店・企業）
で働く勤労者（従業員）の方なら事業所
単位でどなたでもいつからでも加入で
きます。

入会金／
　特別推進期間中（11月30日まで）
		  1人   500円
　通常		  1人1,000円
会　費／ 1人月額600円
　福利・共済給付事業等のサービスが
受けられます。

問・申…甲賀広域勤労者互助会
263-1809　563-4005

スコーレ母親講座
テーマ「親だからできること

親にしかできないこと
—心の栄養を与えるには—」

　便利で豊かな社会は、家庭から最も
大切な「心」を奪いつつあります。子
どもたちはトラブルを通して、親にさ
まざまなメッセージを送っているので
す。大切な「いのち」が光輝くように、
「心」にもたっぷりと栄養を与えてい
きましょう。

日　時／ 11月16日（金）
　　　　10：00〜11：30（開場9：30）
場　所／自主活動センターきずな
　　　　2階会議室
講　師／（社）スコーレ家庭教育振興協会
　　　　伊

い と う

藤　美
み ず え

寿江
後　援／甲賀市教育委員会
受講料無料。保育あり（要予約）

問・主催…
　（社）スコーレ家庭教育振興協会（田中）
　2/586-1081
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甲賀市美術展覧会
第3回 会期  2008．3．1（土）〜9（日）

会場  あいこうか市民ホール、碧水ホール

甲賀支所 自動交付機など
の稼動停止のお知らせ

11月18日（日）8：00〜12：00

　上記の日時、甲賀支所で電気設備の
点検のため停電となります。この間、
自動交付機や発券機が停止しますの
で、住民票、印鑑証明書、くみ取り券
などが発行できません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

問…甲賀支所
288-4103　588-3104

人権啓発講演会「きっと笑っ
て会える日を（PARTⅡ）」

　一人ひとりの人権が尊重され、あら
ゆる差別のない地域社会の形成をめざ
して、甲賀市人権推進協議会甲南支部
では講演会を開催します。（参加費は
無料です。）

テーマ／きっと笑って会える日を
　　　　(PARTⅡ)
日　時／ 11月24日(土)19：00〜21：00
場　所／かえで会館
講　師／井

いのうえ

上　泰
や す こ

子氏
内　容／
　〜部落出身青年との結婚体験から〜
「人が人として、あたりまえに生き
ることを教えてくれた被差別部落と
の出会い。差別し合うのも人間、傷
つけあうのも人間、憎しみあうのも
人間…でも分かり合える人間のすば
らしさ、出会いを大切に生きていき
たい！」

問…人権教育課
　　286-8024　586-8380

弁護士による無料法律相談
※事前予約が必要です。
※相談はどなたでも受けられます。

■水口町商工会
日　時／ 11月16日（金）13：00〜16：00
場　所／水口商工会館2階

問…水口町商工会
262-1676　563-1052

健診（検診）日程変更の
お知らせ

　11月12日（月）に予定していました
下記の健診（検診）を次のとおり変更し
ます。

○水口保健センター　3歳6か月健診
　11月12日（月）→11月28日（水）
　対象者・時間・場所に変更はありま

せん。

問…水口保健センター
　　262-5336　562-5418
○信楽保健センター　胃がん検診
　11月12日（月）→11月30日（金）
　11月13日（火）の胃がん検診は予定

どおり行います。時間・場所に変更
はありません。

問…信楽保健センター
　　282-3113　582-3138

障害をお持ちの方対象の
年賀状作成教室

期　間／ 11月23日（金・祝）、24日（土）
　　　　 いずれも13：30〜16：00
参加費／無料
場　所／生活支援センターあかつき
　　　　（水口町暁3-44）
定　員／ 8名（両日とも参加できる方

を優先）
対　象／甲賀市・湖南市にお住まいの

障害（種別は問いません）をお
持ちの方でワードの文字打ち
ができる方

申込締切／ 11月16日（金）
※手話通訳・要約筆記が必要な方は、
申し込み時にその旨をお伝えくださ
い。ノートパソコンをお持ちの方は、
ご持参ください。

問・申…生活支援センター
　　あかつき（担当：川渕）
　　265-4641　565-4642

■甲南町商工会
日　時／ 11月22日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館2階

問…甲南町商工会
286-2016　586-5818

■信楽町商工会
日　時／ 11月13日（火）13：30〜16：30
場　所／信楽伝統産業会館

問…信楽町商工会
282-0873　582-3117

就職サクセスセミナー
〜パソコン講座を組み入れた
就職準備講習会〜

日　程／ 12月3日（月）〜7日（金）（5日間）
時　間／
　○12月3日（月）
　　 9：45〜16：00（20名全員受講）
　○12月4日（火）〜7日（金）
　　 8：45〜12：45（午前受講生）
　　13：30〜17：30（午後受講生）
場　所／ ITOGENパソコンスクール

水口校
対　象／求職活動中の方で5日間とも

出席でき、ワード・エクセル
の基本操作のできる方

募集人員／各10名（現在在学中の学生
は除く）

申込方法／ハローワーク甲賀に備え付
けの申込書に必要事項をご記
入のうえ、郵便、FAX、電話
でお申し込みください。

申込締切／ 11月28日（水）正午必着
受講料／無料

問・申…
　滋賀県中小企業団体中央会
　地域求職活動援助推進室
　大津市打出浜2番29号SKホール2F
　2077-525-1189
　5077-525-1190

11月の1日社会保険
相談所の開設

　11月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 11月8日（木）
　　　　（予約制になっていますので、

事前に草津社会保険事務所へ
申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　中会議室
持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保

険証または受給者証・過去に
勤務した会社等の職歴メモ・
認印

問・申…
　草津社会保険事務所
　2077-567-1311
　2077-567-1383（予約専用）
　市役所　保険年金課
　265-0688　563-4618
　（市役所へは予約申し込みできません）
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戦没者追悼式（信楽会場）
日　時／ 11月20日（火）

14：00〜（受付は13：30 ～）
場　所／県立陶芸の森　信楽産業展示館

信楽ホール
内　容／黙祷・献花　等
対　象／ご遺族の方は、ご参加ください。

直接会場にお越しください。 

問…社会福祉課　福祉政策係
265-0700　563-4085

道路交通法一部改正の
お知らせ

　平成19年6月に道路交通法の一部が
改正されました。改正の主な内容は次
のとおりです。交通ルールを守り、交
通事故のないまちをめざしましょう。

○飲酒運転等に対する罰則が強化
　されました（平成19年9月19日施行）
　●酒酔い運転・麻薬等運転
　　改正前／ 3年以下の懲役または50

万円以下の罰金
　　改正後／ 5年以下の懲役または

100万円以下の罰金

　●酒気帯び運転・過労運転等
　　改正前／ 1年以下の懲役または30

万円以下の罰金
　　改正後／ 3年以下の懲役または50

万円以下の罰金

○後部座席でのシートベルト着用が義
務化されます（平成20年6月19日ま
でに施行）

○児童や幼児を自転車に乗車させる際
には、児童や幼児にヘルメットを着
用させる努力義務が保護者に課せ
られます（平成20年6月19日までに
施行）

問…生活環境課　生活交通担当
　　265-0686　563-4582

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　「突然の解雇」、「賃金カット」、「年
金」、「保険」など労働に関するあらゆる
相談をお受けします。

日　時／ 11月14日(水)14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　(水口税務署北隣)
受　付／電話で予約を受け付けます。
※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。

問…商工観光課
265-0710　563-4087

甲南中央運動公園トレーニングハウス
初回使用者講習会

日　時／ 11月17日(土) 9：30〜11：30
　　　　　　　20日(火)19：00〜21：00
受講料／ 500円（事前申込必要）

問・申…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

小児科インフルエンザ
予防接種

期　間／ 12月22日（土）まで
場　所／水口市民病院
予約受付／受付中（土・日・祝日除く）
予約方法／予約専用電話（下記）で、

9：00〜17：00まで受付
　　　  （定員になり次第終了）
※接種日時、料金等、詳しくはお問い
　合わせください。

問・申…水口市民病院
　　262-3366　563-1728

平成20年（2008年） 成人式
日　時／平成20年1月13日（日）
　受付　13：30〜
　1 部　記念式典　14：00〜14：30
　　　　（あいこうか市民ホール）
　2 部　新成人の集い　15：00〜
　　　　（各町分散開催）
※2部の詳細については、実行委員会で
　検討中。決定次第、お知らせします。
対　象／昭和62年4月2日から
　　　　昭和63年4月1日生まれの方
その他／参加対象となっておられる方

へは個別に招待状は送付しま
せんが、対象生年月日該当の
方であればどなたでも参加で
きます。（市内在住の有無を
問いません。） 

問…生涯学習課　青少年対策室
286-8022　586-8380

再就職準備セミナー
（Re・Beワークセミナー）
　出産、育児、介護などで退職した方
や、将来再就職を希望する方を対象に
行います。セミナー受講者には、専門
コンサルタントによる個別指導も受け
られます。
　託児も無料でご利用いただけます。
希望される方は申込時にお申し出くだ
さい。

日　時／ 11月21日（水）、22日（木）
　　　　13：00〜
場　所／サンライフ甲西
定　員／ 20名（定員になり次第締切）

問・申…
　（財）21世紀職業財団  滋賀事務所
　2077-523-5141
　5077-523-5249

法　律　相　談
日　時／ 11月15日（木）13：00〜16：00
場　所／信楽開発センター
※11月1日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 11月22日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※11月8日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
相談日の２週間前から電話・来所によ
り先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

人が人らしく生きられる
人権のまちづくりをめざす
第27回水口ブロック
女性のつどい

日　時／ 11月17日（土）13：30〜15：30
　　　　（受付は13：00〜）
場　所／鹿深ホール（水口中央公民館内）
内　容／①「みんなで考えよう」（甲賀市

人権教育推進協議会水口支部
女性活動部会からの問題提起）

　　　　②人権トーク＆コンサート
講　師／立

たつおか

岡勇
ゆういち

一氏
主　催／甲賀市人権教育推進協議会
　　　　水口支部
後　援／甲賀市教育委員会

問…水口中央公民館
　　262-0488　562-3338
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このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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「不思議な鳥」
とみおか　こころ

信楽小学校　４年　冨岡  想さん

「でっかい牛」
ながの　　　かいと

希望ヶ丘小学校　２年　長野　海斗さん


